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日
露
戦
争
は
小
説
、
映
画
な
ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
研
究
は
進
ま
な
か
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
に
つ
い
て
は
他
地
域
と
較
べ
た
情
報
格
差
が
い
ま
だ
存
在
す
る
が
、
中
で
も
日
露
戦
争
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
が
目
に
付
く
。
こ
の
状
況
の
原
因
は
、
一
方
の
研
究
当
事
者
た
る
日
本
史
研
究
者
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
研
究
空
白
を
置
い
て
き
た
ロ
シ
ア
史
研
究
者
に
発
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
研
究
状
況
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
二
十
世
紀
に
強
い
影
響
を
与
え
た
日
露
戦
争
の
開
戦
経
緯
に
つ
い
て
主
に
ロ
シ
ア
側
資
料
を
用
い
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
に
入
る
前
に
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
た
ロ
シ
ア
帝
国
の
環
境
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
第
一
に
国
際
関
係
、
第
二
に
多
民
族
の
居
住
す
る
帝
国
、
第
三
に
絶
対
主
義
国
家
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
は
じ
め
に
ｌ
分
析
枠
組
み
と
方
法
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
一
九
○
三
年
か
ら
開
戦
前
夜
を
中
心
に
Ｉ
ま
ず
国
際
関
係
と
し
て
は
ロ
シ
ア
国
家
の
三
つ
の
属
性
が
こ
の
時
期
の
ロ
シ
ア
対
外
関
係
、
こ
と
に
中
近
東
政
策
を
規
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
国
家
、
ス
ラ
ヴ
人
国
家
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
国
家
と
い
う
属
性
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
で
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
問
題
で
あ
っ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ポ
グ
ロ
ー
ム
は
ロ
シ
ア
領
内
へ
の
大
量
難
民
を
生
ん
だ
が
、
九
十
年
代
に
は
ト
ル
コ
領
内
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
こ
と
に
ア
ル
メ
ニ
ア
正
教
徒
迫
害
が
国
際
問
題
と
な
り
、
彼
ら
の
保
誕
と
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
へ
の
対
応
が
キ
リ
ス
ト
教
国
ロ
シ
ア
帝
国
に
課
せ
ら
れ
た
国
際
責
務
と
い
う
意
識
が
社
会
の
（１） 
一
部
に
は
生
み
出
さ
れ
た
（
⑳
’
○
一
、
以
下
九
数
字
は
参
考
文
献
番
号
、
漢
数
字
は
頁
（
葉
）
数
を
示
す
）
。
第
二
の
ス
ラ
ヴ
人
国
家
と
い
う
属
性
は
、
ロ
シ
ア
の
バ
ルカン半島へのコミットを生み出した。日露戦争直前の時期も諸民族・
エスーーシティの混住するマケドーーア問題がロシア政府の対外課題となり、
（２） 
外
相
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
折
衝
を
続
け
た
。
そ
し
て
第
一
こ
の
大
陸
国
家
の
属
性
は
、
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
に
関
連
し
て
パ
ミ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
問題の解決を課題とした（⑳一一一九’一三一）。
加
納
格一
九
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これらのユーラシア大陸を渡る諸問題について、ロシア帝国の対応は
基本的に現状維持であった。トルコ問題の尖鋭化はヨーロッパ諸国のポ
スフォラスⅡダーダネルス海峡問題への対応を変更し、黒海におけるロ
シア艦隊の相対的優位を覆す恐れがあり、汎スラヴ主義運動の高まりに
ロシアが関与することは、オーストリア、ドイツとの衝突の恐れがあっ
たからである。中東に関してはアフガニスタンがイギリスとの緩衝地帯
とされ、チベットについても同じくイギリスとの間に条約を締結し、安
定が図られた。しかし、これらの暫定的安定の確保は戦争の不安を拭い
去
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
一
九
○
二
年
秋
に
は
戦
火
に
備
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦線の指揮分担が一一コライ大公と陸相クロパトキンの間で割り振られた
（⑳九’一○）。
二番目の環境としての多民族性は、辺境問題として帝国に覆いかぶさっ
ていた。ヨーロッパ諸国と異なってロシア帝国の国境線は暖昧さを特徴
と
す
る
が
、
そ
れ
は
国
境
近
く
に
配
さ
れ
た
辺
境
が
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
ならそこには国境をまたぐ民族・エスーーシティの活動が存在し、それは、
社会的、政治的不安定を生じやすかったからである。帝国中心への辺境
の対抗連動として、例えばポーランド、フィンランドの自治、独立運動
をあげることができるし、対トルコ関係で問題となったアルメーーア問題
は、帝国内ではアルメニア正教会問題として二十世紀初頭に大きく社会
問題化した。アフガニスタン問題は、中央アジア併合、辺境への組み込
みと密接に関わり、チベット問題は、ラマ教総本山に属したシベリア・
ブ
リ
ャ
ー
ト
人
聖
職
者
の
活
動
が
発
端
で
あ
っ
た
（
⑳
一
三
○
）
。
ま
た
極
東
で
は
沿海州の経済的自立の不足が朝鮮人、中国人に依存する労働力、商品供
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
給
を
必
要
と
し
て
い
た
（
⑳
）
。
し
た
が
っ
て
モ
ス
ク
ワ
Ⅱ
ル
ー
シ
に
始
ま
る
ロ
シ
ア帝国の歴史的形成の要因と共に特に十八世紀以降強まった多民族性は、
対
外
政
策
と
関
連
し
つ
つ
辺
境
統
治
を
難
し
い
も
の
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
の
環
境
で
あ
る
皇
帝
専
制
、
つ
ま
り
絶
対
主
義
は
、
第
一
に
大
臣
が
皇
帝
に
個
人
的
に
服
属
す
る
点
が
問
題
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
は
十
九
世
紀
初
頭
に
省
庁
制
度
を
導
入
し
、
近
代
的
官
僚
制
度
の
枠
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
た
が
、
大
臣
間
の
評
議
、
決
定
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
臣
は
皇
帝
の
個
人
的
信
任
に
基
づ
い
て
その担当分野を管掌するにすぎなかったのである。この点は、諸政策の
連
関
を
失
わ
せ
る
と
共
に
地
方
レ
ベ
ル
で
は
各
省
庁
出
先
機
関
の
活
動
の
不
調
和
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
鉄
道
建
設
を
遂
行
し
た
大
蔵
省
が
内
務
省
と
も
国
軍
と
も
異
な
る
軍
事
・
警
察
機
構
と
し
て
鉄
道
保
安
隊
を
有
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
行
政
、
執
行
権
力
の
分
散
化
を
生
ん
だ
。
第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
皇
帝
が
辺
境
統
治
に
責
任
を
持
つ
総
督
、
太
守
の
任
免
権
を
有
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
家
元
首
と
し
て
皇
帝
が
有
す
る
外
交
・
戦
争
・
和
平
権
と
も
関
連
し
て
辺
境
地
域
を
中央省庁の権限が及ばない統治領域とした。こうした皇帝専制を制限し、
大臣評議による決定を制度化する志向は既に一九○三年の時期に政府上
層
の
密
か
な
意
見
と
し
て
流
布
し
て
い
た
（
④
一
三
九
）
。
後
に
見
る
よ
う
に
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
ら
の
極
東
太
守
府
設
置
要
求
は
統
治
体
制
の
こ
の
欠
陥
を
つ
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
以
上
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
日
露
戦
争
に
向
か
う
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
ロ
シ
ア
対
外
政
策
の
基
本
は
「
南
下
」
と
い
う
一
般
的
特
徴
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
領
土
膨
張
主
義
が
、
極
東
で
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
着
手
、
露
漬
協
定
に
よ
る
満
州
の
東
清
鉄
道
建
設
、
朝
鮮
半
島
の
ロ
シ
ア
勢
力
伸
張
、
二
○ 
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遼東半島・旅順租借、義和団事件の満州出兵、そしてヤルー利権問題と
つながる一連の拡大政策として表れたというのがその理解である。こう
した理解は、日露戦争を日本の「祖国防衛戦争」と見るか、それとも満
州経済市場をめぐる「帝国主義戦争」と見るかという日本で行われた議
論にもみられる（⑥）。日本側開戦過程の基本文献とされる『小村外交
史』ではロシアの満州出兵を単に自国民、ヨーロッパ人保護と見ること
はできないという推測が語られている（①一六三）。また当時では、一
九○三年夏に対露政策変更を求める「対鰯同士会宣言」があげた「鱗国」
による「東亜の平和」撹乱の論理もこれであった（⑳二五七’二五八）。
しかし、いわばロシアがひとつの「意図」を持って極東進出と日露戦争
への道をたどったのかは、ロシア側の史料をもって実証されるべき問題
である。拙論ではロシア側の意図が統一されていたのか否かという基本
的問題をまずはロシア側史料から検討する立場をとりたい。ロシア極東
政
策
は
「
満
州
政
策
」
と
「
朝
鮮
政
策
」
の
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が開戦過程においてどのように関連したのかがそれぞれの政策の特質と
経
過
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以上のような枠組みと方法でこれまでの研究を振り返るとき、先にも
触れたようにこのテーマのロシア史研究者の仕事は限られている。日本
人では近年横手慎二と和田春樹の仕事が行われた。横手の仕事は、戦争
全体を扱うが、新書という性格上個々の論点については必ずしも十分で
はない（⑯）。和田の仕事は、「ベゾプラーゾフ派」の果たした役割を新
たな史料を用いて再検討し、開戦過程におけるその位悩づけを明確化す
るものである。しかし、開戦前夜については十分に論じていない（⑮⑲）。
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
ロ
シ
ア
で
は
ル
コ
ャ
ノ
フ
の
仕
事
が
注
目
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
や
は
り
開
戦
前
夜
の
経緯については不十分である（⑬）。
日本史家の研究では、もっとも詳細に開戦過程を分析し、「満韓不可
分論」の通説を形成したとされる角田順の仕事が貴重である（⑨）。ま
た近年の業績としては千葉功と広野好彦の仕事がある。千葉の仕事は日
本語史料によるものだが、綿密な資料収集と明確な問題意識を持った分
析に貫かれている（⑥⑦⑧）。広野の仕事は日本史家としてロシア語文
献を用いたものだが、史料の相互分析には至っていない（⑩⑪）。
ロシアで行われた仕事としては、シマンスキーが第一に挙げられる。
シマンスキーの作品は公式戦史の一部として一九二年に出版されたが、
公刊文書、未公刊文書を幅広く利用した詳細なものである（⑳）。日鰯
戦争研究の古典として知られるロマノフの仕事（⑭）に比べてもはるか
に広い史料収集と極東政策への偏りのない観点に支えられている。本稿
は史料としてもかなりの部分シマンスキーに依拠している。
小論は以上の問題点を踏まえながら、第一章で極東問題へのロシアの
アプローチを整理し、二章で「新路線」をめぐる議論、三章で先立つ一
連の日露交渉を含んで一九○三年夏以降開戦直前までのロシア側の動き
を検討する。この場合注意を払うのは、政策決定に当たって重要な役割
を果たした人物の役割であり、社会の動きは基本的には必要な限りで触
れられる。なお日付は西洋暦に従い、露暦日付は必要に応じて括弧内に
示
さ
れ
て
い
る
。
一一一
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義
和
団
事
件
後
ロ
シ
ア
と
清
の
満
州
撤
退
交
渉
は
、
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
Ⅱ
増
祓
が
調
印
し
た
ム
ク
デ
ン
撤
退
協
定
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
満
州
の
保
謹
国
化
を
図
る
も
の
と
し
た
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
特
派
員
モ
リ
ソ
ン
の
一
九
○
一
年
初
頭
の
ス
ク
ー
プ
、
そ
れ
が
呼
ん
だ
国
際
的
圧
力
の
下
で
「
ロ
シ
ア
政
府
満
州
管
理
要
綱
」
を
清
政
府
が
二
度（３） 
にわたって拒否したので、決着しないままに停滞した（⑯六一’六二一）。
そ
の
後
ロ
シ
ア
と
渚
は
、
一
九
○
二
年
四
月
八
日
（
三
月
二
六
日
）
に
満
州
撤
退
協
定
を
結
ん
だ
が
、
こ
れ
は
諸
国
の
反
発
回
避
の
た
め
利
権
保
障
問
題
を
切
り
離
し
て
合
意
し
た
も
の
な
の
で
、
問
題
先
送
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
⑳
二
部
一
三
八
）
。
他
方
で
一
八
九
八
年
の
「
西
Ⅱ
ロ
ー
ゼ
ン
協
定
」
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
へ
の
関
与
を
相
互
抑
制
す
る
旨
を
日
本
と
合
意
し
た
が
、
そ
の
後
利
害
を
朝
鮮
半
島
に
改
め
て
確
保
し
、
鰍
国
へ
の
影
響
力
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
政
府
の
あ
る
部
分
に
生
ま
れ
た
（
⑫
二
四
八
）
。
こ
の
た
め
に
使
わ
れ
た
の
が
ウ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
商
人
ブ
リ
ネ
ル
が
韓
国
皇
帝
か
ら
得
て
い
た
ヤ
ル
ー
沿
岸
国
有
林
開
発
利
権
で
あ
っ
た
。
開
発
を
目
的
に
九
八
年
末
に
は
早
速
特
別
調
査
隊
が
送
ら
れ
た
が
、
ソ
ウ
ル
で
反
対
デ
モ
が
起
こ
っ
た
た
め
に
韓
国
政
府
か
ら
許
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
○
一
年
六
月
に
は
東
ア
ジ
ア
産
業
会
社
が
設
立
さ
れ
、
○
二
年
十
二
月
に
は
ロ
シ
ア
退
役
兵
士
と
中
国
人
よ
り
成
る
八
十
名
が
ヤ
ル
ー
河
岸
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
企
図
に
国
庫
保
障
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
韓
国
問
題
は
政
治
問
題
化
し
た
（⑳二四七－二四九）。
こうして満州問題と韓国問題はそれぞれ別個にロシア極東政策の課題
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
［
Ｉ
］
極
東
問
題
へ
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
た
。
決
定
の
キ
ー
パ
ー
ス
ン
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
派
、
ク
ロパトキンそれぞれの考え方を見ることにしたい。
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
早
く
か
ら
ヤ
ル
ー
利
権
事
業
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
と
り
、
九
九
年
に
は
国
外
の
企
業
活
動
奨
励
は
資
金
不
足
の
現
状
か
ら
抑
制
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
利
権
に
絡
ん
で
韓
国
政
府
が
求
め
た
借
款
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
見
解
を
皇
帝
に
提
出
し
た
（
⑫
二
五
○
）
。
ヴ
ィ
ッ
テ
の
関
心
は
、
何
よ
り
も
鉄
道
事
業
、
就
中
満
州
と
沿
海
州
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
慎
重
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
テ
だ
が
、
皇
帝
に
よ
っ
て
○
二
年
九
月
に
シ
ベ
リ
ア
、
満
州
視
察
を
命
じ
ら
れ
、
視
察
後
意
見
を
上奏した。
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
政
策
の
総
括
を
含
む
長
大
な
上
奏
で
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
自
分
の
推
進
し
た
シ
ベ
リ
ア
・
東
清
鉄
道
建
設
を
擁
護
し
、
他
方
で
一
八
九
八
年
以
降
の
極
東
政
策
を
批
判
し
た
。
遼
東
半
島
の
租
借
と
強
化
、
南
満
州
鉄
道
支
線
建
設
は
中
国
に
関
心
を
持
つ
各
国
を
刺
激
し
、
ま
た
旅
順
租
借
は
そ
れ
ま
で
良
好
で
あ
っ
た
露
清
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
、
中
国
、
日
本
が
相
互
に
有
し
て
い
た
率
直
さ
と
明
確
さ
は
失
わ
れ
た
。
「
中
国
と
日
本
は
、
全
般
に
不
審
を
持
っ
て
ロ
シ
ア
の
意
図
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
シ
ア
は
義
和
団
事
件
に
似
た
混
乱
が
数
年
で
繰
り
返
さ
れ
る
可
能性を考慮し、同時に日本の敵対に用心深くあらねばならなくなった。
極
東
紛
争
の
可
能
性
を
常
に
懸
念
す
る
状
況
が
全
体
に
お
い
て
現
れ
た
」
の
で
あ
る
（⑫二○六）。
で
は
こ
の
懸
念
す
べ
き
状
況
の
脱
出
口
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
第
一
に
中
国
に
対
し
て
は
、
撤
退
の
履
行
と
満
州
に
お
け
る
情
政
府
権
力
の
復
活
で
あ
る
。
一
九
○
二
年
四
月
八
日
（
三
月
二
六
日
）
の
条
約
調
印
以
前
に
は
満
州
を
清に戻すのか、それともロシアに併合するかという選択が存在したが、
一
一
二
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同地域から期限までに撤退する義務を負った現在、条約履行で動揺する
のはロシアの不利益にしか結果しない。たとえ施政を復活させず、一時
的に「主人」となっても情政府に平穏維持のしかるべき手段と権威を与
えない場合は、混乱責任はロシアに掛かることとなる。逆に協定に基づ
く満州撤退によってわれわれは未来にフリーハンドを持つことになり、
満州に重大な混乱が生じれば、清政府の無力を声明して自軍を送り、通
常のロシア統治を打ち立てることも出来る。そもそも情帝国は、この先
数十年にわたり他国の援助なしに満州へのロシアの動きを防ぐ力を持つ
こ
と
は
な
い
。
満
州
問
題
の
義
務
を
正
確
に
履
行
す
る
こ
と
が
、
中
国
へ
の
関
係
で
ロシアの政治的地位の復活を助け、それが極東でのわれわれの一層の強
化に強く働く。このようにヴィッテは、撤退協定を遵守して満州から撤
退することがロシア帝国の国益となると主張した（⑳二一三’二一四）。
第二に極東政策の「水平線にある暗点」ととらえられた対日関係につ
いては、韓国問題でのロシアの譲歩である。韓国問題でいかなる譲歩も
行なわず、対日戦争が不可避なら即座に日本に宣戦布告し、打倒するべ
きだという意見が多く聞かれるが、自分はそれには組みしない。束清鉄
道開通によって近い将来にロシア、日本の商工業利害が接近し、対立の
平和的解決を見出しうるいくつかの根拠がある。たとえこの希望が誤っ
て
い
る
と
し
て
も
、
日
本
と
の
武
力
衝
突
が
大
き
な
苦
難
を
も
た
ら
し
、
勝
利
に
大
きな犠牲が求められ、経済に厳しく反映することを考えれば、何らかの
妥協によっても一時的な出口を見出すことが必要である。この妥協は、
朝鮮半島の完全放棄という対価で購われるものではないが、日本が「ふ
さわしい補償」を承認すれば、「極端な場合朝鮮を一時的であっても完
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
全
に
譲
る
こ
と
も
で
き
る
」
。
な
ぜ
な
ら
現
状
に
お
い
て
日
本
と
の
平
和
的
関
係
は
重要な意味を持っており、「日本との武力衝突」と「朝鮮の完全な譲歩」
という「二つの害毒」のうち近い将来のロシアにとって「より小さい害
毒」は後者だからである。前者の選択は、日本との戦争だけでなく、ヨー
ロ
ッ
パ
と
近
東
で
ロ
シ
ア
を
弱
体
化
す
る
の
で
「
敵
」
に
大
胆
な
要
求
を
提
出
す
る
機会を与え、ひいては二つの戦線での戦争を余儀なくさせる。また情皇
帝政府はこの場合には「傍観者」となることはない。後者の選択は、
「
か
な
り
長
期
に
」
日
本
と
の
恒
常
的
不
和
の
対
象
を
取
り
除
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
を
「
脅
威
の
敵
」
か
ら
、
領
土
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
「
良
好
関
係
を
目
指
す
隣国」へ変えることができる。したがって「相互謹歩」に基づく韓国問
題の早期解決、日本との「合意」が「アジァヘの発展」という歴史によ
りロシアに課された課題の「顕著な成功」となる（⑳二一四－二一七）。
以
上
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
撤
退
に
よ
る
満
州
問
題
解
決
、
朝
鮮
半
島
で
の
譲
歩による日露関係の長期的安定を一一コライニ世に進言した。これは、ロ
マ
ノ
フ
に
よ
っ
て
「
平
和
的
」
装
い
を
持
つ
帝
国
主
義
と
特
徴
付
け
ら
れ
た
が
（
⑭
六）、満州問題の焦点化以降一貫した姿勢である。義和団螂件鎮静化に
見通しのついた時期に書かれた一九○○年八月二四日（十一日）付「極
東問題覚書」も、諸国による中国分割に結果する満州併合を採るべき方
針でないとして斥けていたのである。ロシアの満州併合とそれに続く諸
国
に
よ
る
中
国
分
割
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
反
乱
よ
り
も
ロ
シ
ア
に
大
き
な
防
衛
策
を
必
要
と
さ
せ
、
ロ
シ
ア
経
済
に
必
要
な
対
外
紛
争
回
避
を
難
し
く
す
る
と
共
に
、
「
極
東
の
火
事
」
へ
の
関
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
近
東
で
の
地
位
低
下
を
招
く
か
ら
で
ある（⑳二部一○七’一○九）。
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満州と韓国への過剰介入回避、極東安定保持というヴィッテの主張を
譲歩政策と批判したのは、いうまでもなくベゾプラーゾフ派であった。
ヴィッテに次いで行った極東視察についてベゾプラ１ゾフは、次の様に
上奏した。
第一に極東視察の目的であった森林事業については、その軍事戦略的・
防衛的意義が指摘される。それは、ロシアの満州での地位を朝鮮半島方
面から防衛・維持し、可能ならば、朝鮮半島において攻勢に移る手段と
なる。また極東で大規模商工業を作り出す基礎となり辺境で敵の情報収
集を行うのである（⑫二六○）。こうして九六年以来の森林利権はロシ
ア極東防衛戦略に組み込まれた。それはウラジヴォストクーャルーｌ旅
順とつながる「戦略フロント」を形作るのである（⑳二部八七、⑮、⑬
七）。またこれと併せてフーシェン炭鉱開発の見込み、ロシア人移住候
補地の状況、ヤルー河口Ⅱ旅順間の航路開設、リャオヘ河の汽船運行、
ムクデン、ギリンの鉄道引込み線、諸都市の公的諸施設の建設・警備の
利権、ムクデンの教会建設地確保といった満州の事業進展の見込みを述
べている（⑫二六二）。
上奏書で第二に注目されるのは、政策決定のあり方への批判である。
ヤルー森林利権に消極的な結論を出した四月八日（三月二六日）特別審
議
会
の
決
定
を
履
行
す
る
べ
く
極
東
視
察
に
出
た
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
を
激
し
く
攻
撃
し
な
が
ら
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
は
、
政
府
機
櫛
の
問
題
を
次
の
様
に
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち極東へ二十億ルーブリを支出し、満州で軍も勝利したにも拘らず政策
が行き詰っている原因は、一つは遠隔地で人口過少という自然要因だが、
劣
ら
ず
重
要
な
の
は
人
工
的
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
は
信
用
で
き
る
情
報
の
不
足
、
根
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
拠
の
な
い
計
画
、
官
庁
間
の
争
い
・
妥
協
、
ま
た
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
団
結
す
る
習
性
、
個
人
的
利
益
の
追
求
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
工
的
要
因
は
、
す
ぐ
に
取
り
除
く
ことができる（⑳二六一一’二六三）。ここでベゾプラーゾフが求めてい
る
の
は
、
統
一
極
東
政
策
を
可
能
と
す
る
既
存
省
庁
と
別
個
の
現
地
組
織
の
導
入
で
ある。第三
に
極
東
に
傾
斜
し
た
対
外
政
策
の
推
進
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
反
感
を
利
用
し
て
大
陸
諸
国
と
の
関
係
強
化
が
奨
め
ら
れ
る
一
方
で
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
の
懸
念
す
る
ド
イ
ツ
の
バ
ル
カ
ン
、
近
東
拡
大
政
策
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
と
ム
ス
リ
ム
の
存
在
か
ら
ド
イ
ツ
は
ト
ル
コ
領
有
を
達
し
得ないとみなした。焦点であった近東に関してはスラヴ諸民族との連帯、
援
助
と
い
う
ス
ラ
ヴ
派
の
主
張
で
複
雑
化
し
て
い
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ポ
リ
領
有
は
防
衛
上
意
味
を
成
さ
ず
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
革
命
行
動
、
分
離
主
義
は
ロ
シ
ア
に
も
ト
ル
コ
に
も
不
利
で
あ
る
の
で
共
同
で
沈
静
化
す
る
。
マ
ケ
ド
ー
ー
ア
に
つ
い
て
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
競
合
利
害
の
調
整
は
不
可
能
な
の
で
ト
ル
コ
の
支
配
に
委
ね
る
。
「
ト
ル
コ
の
好
む
形
で
の
マ
ヶ
ド
ニ
ァ
問
題
の
解
決
が
わ
れ
わ
れ
の
利
益
」
で
あ
る
（
⑫
二
六
八
）
。
こ
の
主
張
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
バ
ル
カ
ン
、
中
近
東
の
現
状
維
持
の
下
で
極
東
問
題
に
総
力
を
傾
け
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
の
上
奏
は
、
極
東
政
策
を
焦
点
と
し
て
内
政
、
外
交
両
面
に
わ
た
る
包
括
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
の
う
ち
、
こ
と
に
極
東
の
軍
事
戦
略
、
ヤ
ル
ー
事
業
の
満
州
防
衛
上
の
意
義
を
取
り
上
げ
た
の
が
グ
ル
ー
プ
の
北
京
駐
在
武
官
ヴ
ォ
ガ
ク
と
海
軍
少
将
ア
パ
ザ
ー
で
あ
る
。
こ
の
両
名
の
見
解
は
、
開
戦
過
程
で
ロ
シ
ア
の
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。 二四
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ヴ
ォ
ガ
ク
は
、
一
一
コ
ラ
イ
ニ
世
の
強
い
希
望
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
呼
ば
れ
、
意
見
書
「
満
州
問
題
の
展
開
に
お
け
る
一
九
○
二
年
四
月
八
日
（
三
月
二
六
日
）
条
約
の
意味」を提出した（⑮、⑯、⑳三四’三六）。ここでヴォガクは、日清
戦
争
以
来
の
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
は
「
多
大
な
資
金
と
血
」
の
犠
牲
を
払
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
満
州
で
の
地
位
を
義
和
団
事
件
以
前
よ
り
も
悪
化
さ
せ
た
と
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
と
同
様
の
総
括
を
行
っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
譲
歩
政
策
に
あ
り
、
結
果
が
「
撤
退
条
約
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
は
こ
の
先
わ
れ
わ
れ
が
望
ま
な
い
時
期
の
武
力
衝
突
を
も
生
み
出
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
譲
歩
政
策
を
撤
回
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
ヴ
ォ
ガ
ク
は
、
国
家
元
首
が
承
認
し
た
四
月
八
日
（
三
月
二
六
日
）
条
約
は
履
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
満
州
か
ら
撤
退
す
る
が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
地
位
を
譲
る
こ
と
で
は
な
く
、
諸
国
の
満
州
浸
透
を
た
と
え
商
工
業
の
名
を
も
っ
て
で
も
許
さ
な
い
こ
と
、
武
力
で
満
州
を
守
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
た
。
ヴ
ォ
ガ
ク
の
結
論
は
、
「
用
意
」
を
示
す
レ
ベ
ル
ま
で
極
東
軍
事力の強化が必要だということにある（⑳第三部九二’九三、⑮、⑬）。
こ
れ
に
続
い
て
提
出
さ
れ
た
ア
パ
ザ
ー
の
「
五
月
二
十
日
（
七
日
）
審
議
会
に
向
け
て
」
と
題
さ
れ
た
意
見
瀞
も
譲
歩
政
策
を
批
判
す
る
点
で
同
趣
旨
で
あ
る
が
、
戦
略
的
な
目
標
を
よ
り
は
っ
き
り
と
明
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ヤ
ル
ー
流
域
で
日
本
が
勢
力
を
確
立
し
た
場
合
、
日
本
は
南
満
州
鉄
道
の
側
面
を
押
さ
え
る
と
い
う
戦
略
的
な
位
置
を
占
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
は
沿
ア
ム
ー
ル
州
へ
強
力
な
軍
事
力
を
お
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
韓
国
全
域
は
日
本
、
南
満
州
は
日
本
と
諸
国
の影響下に入り、旅順、関東州は「島」として孤立させられる。したがっ
て
日
本
か
ら
の
「
防
壁
」
を
維
持
し
、
南
満
州
へ
の
外
国
人
勢
力
の
確
立
を
防
ぐ
こ
と
で
関
東
州
が
切
り
離
さ
れ
た
「
島
」
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
海
ま
で
の
ヤ
ル
ー
流
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
職
争
へ
の
道
域
が
保
持
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
危
険
は
日
本
か
ら
の
戦
争
の
「
脅
し
」
で
あ
る
が
、
日
本
の
脅
威
を
防
ぐ
た
め
に
は
関
東
の
部
隊
と
鉄
道
保
安
隊
の
強
化
で
十
分
（４） 
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
（
⑳
三
部
九
四
’
九
五
、
⑪
）
。
以
上
の
よ
う
に
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
ら
は
、
従
来
の
「
譲
歩
政
策
」
、
つ
ま
り
ヴ
ィ
ッ
テ
の
政
策
を
批
判
し
、
ヤ
ル
ー
流
域
を
満
州
へ
の
防
衛
線
と
す
る
軍
事
戦
略
を
提
起
したのである。
極
東
政
策
に
つ
い
て
真
向
か
ら
対
立
す
る
ヴ
ィ
ッ
テ
と
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
ら
の
主
張
に
対
し
て
北
満
州
占
領
を
主
張
し
た
の
は
、
陸
相
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
で
あ
る
。
そ
の
主
眼
は
満
州
情
勢
が
流
動
的
な
時
期
と
、
既
に
政
治
折
衝
に
事
態
が
移
っ
た
後
で
は
微
妙
に
異
な
り
、
現
地
軍
組
織
と
の
違
い
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
満
州
占
領
部
隊
の
責
任
者
で
あ
る
グ
ロ
デ
ン
コ
と
関
東
州
長
官
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
へ
送
っ
た
一
九
○
○
年
八
月
の
電
文
で
は
、
ロ
シ
ア
の
満
州
で
の
中
心
課
題
は
鉄
道
建
設
の
継
続
と
維
持
に
あ
る
と
し
、
満
州
の
武
装
解
除
に
言
及
し
な
が
ら
、
中
国
当
局
の
施
政
復
活
の
場
合
に
は
警
察
権
力
を
許
与
す
る
と
し
て
お
り
、
限
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
○
三
年
二
月
の
特
別
審
議
会
で
は
鉄
道
隣
接
地
方
が
ロ
シ
ア
の
手
に
あ
る
場
合
は
、
「
帝
国
の
柵
成
部
分
の
形
に
せ
よ
、
プ
ハ
ラ
の
よ
う
な
半
独
立
の
領
有
と
し
て
で
あ
れ
、
軍
事
的
保
障
が
得
ら
れ
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
こ
で
は
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
を
示
（Ｐ０） 
唆
し
た
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
（
⑳
一
一
九
’
一
二
○
）
。
こ
の
よ
う
に
ブ
レ
が
あ
る
が
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
の
意
図
は
、
一
九
○
三
年
十
一
月
（
十
月
）
の
皇
帝
提
出
の
覚
書
に
集
約
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
、
こ
の
覚
書
で
政
府
、
軍
部
、
現
地
間
の
方
針
上
の
相
違
を
指
摘
し
た
上
で
状
況
の
「
暖
昧
さ
」
が
諸
国
、
こ
と
に
日
本
と
中
国
の
不
信
を
呼
ん
で
い
る
と
し
、
北
満
州
占
領
、
併
合
に
方
針
を
確
定
す
べ
き
だ
と
進
言
し
た
。
そ
れ
に
二
五
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よ
れ
ば
、
北
満
州
併
合
の
利
点
は
次
に
あ
っ
た
。
第
一
に
中
国
人
の
鉄
道
開
放
地
殖
民停止、第二にロシア人移住地、農業牧畜地域、資源豊富地域の取得、
第三に国境線の短縮と国境防衛の確実化、第四に韓国と国境を接しない
ことによる日本との紛争回避、第五に北満州への関係希薄な他国との関
係安定化である。沿アムール地方で急速に進むであろう「黄化」、中国
と
の
「
決
裂
」
可
能
性
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
受
容
す
べ
き
不
利
益
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
部
を
含
む
全
満
州
の
併
合
は
、
関
東
州
を
ロ
シ
ア
の
ほ
か
の
地
域
と
結
合
さ
せ
、
そ
の
自
然
資
源
を
開
発
す
る
可
能
性
を
与
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
れ
は
第
一
に
国
境
線
の
長
大
化
と
防
衛
の
困
難
、
第
二
に
沿
海
州
地
方
の
多
数
住
民
を
中
国
人
が
占
め
る
可
能
性
と
防
衛
費
の
増
大
、
ム
ク
デ
ン
占
領
に
よ
る
中
国
と
の
関
係
悪
化
、
第
三
に
韓
国
国
境
、
こ
と
に
ヤ
ル
ー
河
口
併
合
が
日
本
と
の
紛
争
に
結
果
す
る
こ
と
、
第
四
に
撤
退
協
定
破
棄
に
よ
る
欧
米
諸
国
と
の
関
係
悪
化
と
戦
争
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
く
極
東
で
も
「
武
力
の
平
和
」
状
況
に
陥
る
可
能
性
、
第
五
に
韓
国
問
題
に
よ
っ
て
日
本
と
、
ム
ク
デ
ン
問
題
に
よ
っ
て
中
国
と
の
戦
争
可
能
性
で
ある。この
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
て
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
、
「
南
満
州
占
領
の
利
益
、
不
利
益
を
比
較
す
る
と
、
現
在
の
歴
史
的
な
時
期
に
お
い
て
は
北
満
州
の
ロ
シ
ア
併
合
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
必
要
」
で
あ
る
と
結
論
し
た
（
⑭
三
九
’
四
三
）
。
以
上
三
つ
の
立
場
か
ら
極
東
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
て
き
た
。
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
現
行
条
約
に
則
っ
て
国
境
線
を
現
状
維
持
し
つ
つ
、
利
権
に
よ
っ
て
鉄
道
建
設
と
経
済
活
動
を
強
化
す
る
立
場
、
第
二
に
満
州
防
衛
の
た
め
に
韓
国
と
の
国
境
線
を
経
済
的
装
い
を
取
り
つ
つ
強
化
し
、
戦
略
的
に
維
持
す
る
立
場
、
第三に満州北部を国境線、防衛線とする立場である。第一、第三に韓国
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
中
立
化
政
策
を
含
ん
で
韓
国
問
題
を
日
本
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
合
意
し
よ
う
と
い
う
立
場
が
含
ま
れ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
の
眼
に
は
第
二
の
立
場
が
打
ち
出
す
既
成
機
構
改
編
の
主
張
は
、
自
分
の
大
蔵
省
・
鉄
道
委
員
会
組
織
を
損
う
も
の
と
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
の
進
め
た
工
業
化
政
策
に
批
判
的
だ
っ
た
が
、
「
非
公
式
政
府
」
へ
の
強
い
憎
し
み
か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
と
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
（⑳二三－二六）。
一
九
○
三
年
四
月
八
日
（
三
月
二
六
日
）
特
別
審
議
会
の
結
論
は
ヴ
ィ
ッ
テ
と
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
の
連
合
に
よ
っ
て
こ
の
方
向
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帰
還
と
上
奏
、
ヴ
ォ
ガ
ク
、
ア
バ
ザ
ー
の
意
見
書
提
出
は
、
皇
帝
を
第
二
の
立
場
に
大
き
く
動
か
し
、
五
月
二
十
日
（
七
日
）
審
議
会
の
決
定
を
採
用
さ
せ
た
。
決
定
の
四
項
は
、
四
月
（
三
月
）
特
別
審
議
会
が
外
国
資
本
の
参
加
を
促
す
と
し
た
決
定
を
「
政
治
経
済
利
害
が
十
分
定
着
す
る
か
、
利
益
の
事
実
上
の
保
障
が
生
ま
れ
る
ま
で
」
延
期
す
る
と
し
、
五
項
は
国
庫
に
よ
る
事
業
参
加
に
含
み
を
持
た
し
、
六
項
は
会
社
活
動
を
森
林
事
業
に
限
定
し
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
第
七
項
は
「アレクセーエフへの委任」を決定した（⑤五七、⑫）。これだけでは読
み
取
り
に
く
い
が
、
こ
こ
に
は
事
業
を
拡
大
し
、
満
州
防
衛
と
外
国
勢
力
排
除
を
目
指
す
方
針
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
は
、
審
議
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
ヴ
ォ
ガ
ク
の
意
見
書
を
「
譲
歩
は
常
に
新
し
い
譲
歩
を
引
き
寄
せ
る
」
と
感
想
を
述
べ
て
支
持
し
た
。
満
州
問
題
は
、
満
州
の
「
防
壁
」
を
ヤ
ル
ー
河
流
域
と
す
る
こ
と
で
韓
国
問
題
と
結
び
付
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
九
○
三
年
後
半
か
ら
開
戦
直
前
の
日
露
協
商
交
渉
の
大
き
な
論
点
と
な
る
。
第
七
項
の
意
味
が
極
東
太
守
府
の
設
置
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一一一ハ
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五月二十日（七日）特別審議会の結論から新たな方針に基づく指示が
極東に送付された。
五月十七日（四日）、皇帝はアレクセーエフに電文を送り、自分の直
接の指導下に極東に設置される統治最高組織と満州への外国勢力浸透防
止措置を検討するよう求めた。措置は、諸国に満州防衛についてロシア
の決意を示すことができる軍事的準備と満州ロシア企業の一層の発展を
図るものであらねばならなかった（⑳三部九八）。正規の審議会開催以
前に出されたこの電文は、一一コライニ世が自分のイニシァティヴに固執
（６） 
したことを一不している。
極東視察に出ていたクロパトキンにはベゾプラーゾフ、ヴォガク、ア
バザー三者連名の六月八日（五月二六日）付覚書が届いた。それは、特
別審議会の決定を次の様に伝えた。シベリア鉄道の大方の完成、黄海へ
の進出によって軍事力を政治経済利益が凌駕したロシアは、資金不足、
西部国境の不安定さ、国内情勢の不穏から政治経済利益の譲歩を余儀な
くされた。この譲歩政策は、戦争抑止という目標を達成したものの、ロ
シアの地位低下を招き、敵対相手はそれを見て「門戸開放」、「最恵国待
遇」の要求を振りかざして攻勢に移るようになった。したがってこの時
点でこれまでとは逆に軍事力を強化して政治経済力とバランスをとり、
戦争を抑止しなければならない。また極東問題はペテルブルグからの処
理が困難であるので、所管の行動を統一するため皇帝の直接指導下の人
［Ⅱ］「新路線」問題と太守府設置
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
物に統治を統合しなければならない。クロパトキンは、この覚書と共に
「ヴォガク覚書」、「五月二十日（七日）特別審議会報告」、「アバザー覚
書」、日本政治家との交渉計画書を受け取った（⑳三部二○、⑫’’
一一一）。このようにして「新路線」の指示を受けてクロパトキンは、日本視察
に
向
か
っ
た
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
の
日
本
訪
問
は
、
し
た
が
っ
て
既
に
枠
組
み
を
定
め
られており、日本との交渉を自由に行うことはできなかった（⑯八八－
八九）。そして日本訪問を終えたクロパトキンは、撤退と切り離されて
いた保障問題を審議する目的で旅順の協議会に出席した。出席者はベゾ
プラーゾフ、アレクセ１エフ、中国公使レッサール、韓国公使パヴロフ、
ヴォガク、関東州外交部のプランソンである。ここで注目されるのは、
五
月
二
十
日
（
七
日
）
審
議
会
が
決
定
し
た
満
州
防
衛
の
目
的
か
ら
ヤ
ル
ー
河
を
「防壁」と位置づける「新路線」、つまり満州問題と韓国問題のロシアに
と
っ
て
の
接
合
が
賀
か
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
七月一日（六月十八日）から七月十一日（六月二八日）まで行なわれ
た審議は、まずもって韓国問題に結びつけないで満州問題処理を優先さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
早
々
と
特
別
審
議
会
決
定
の
履
行
が
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
る。そして満州問題については、たとえ北部についても併合方針を排除
するとした。なぜなら併合は「大きな紛争」を伴うからである。中国政
府に対しては満州への多額な支出と、義和団反乱再発防止への保障を求
め
る
方
針
と
し
た
。
ま
た
諸
外
国
、
こ
と
に
英
米
の
干
渉
を
防
ぐ
た
め
ハ
ル
ビ
ン
を
（７） 
除く数都市を外国に開放する』曰を宣言することとした（⑳三部一一五）。
軍事に関しては関東州、東清鉄道の軍事力増強、旅順要塞の強化が取り
二
七
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キ
リ
ン
、
へ
イ
ル
ン
ッ
ジ
ャ
ン
各
地
方
か
ら
軍
を
撤
退
さ
せ
る
（
⑳
三
部
一
二
九
’
一三○）。
騨国に関しては六項目が定められたが、それは次のように整理される。
第一にロシアの韓国占領の否定。第二に日本による韓国占領は南部のみ
でもロシアの益ではないのでその抑止。しかし、占領の起こった場合は
抗議に止める。第三にロシアの満州での活動は韓国に関わりを持たず、
現行条約を維持する旨を日本に声明する。第四にヤルー左岸韓国側のロ
シア森林会社は商業的性格であるので現役将校の活動を禁止する。また
軍事威嚇を伴う日本のヤルー河口開港要求については戦争準備の不足と
対中国交渉への影響が懸念されるので韓国に慎重な対応を求める。クロ
パトキンは、戦争準備が不十分な状態から日本にも、韓国にも侵略行動
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
このように旅順協議会は、五月特別審議会の満州における地位強化決
定を経済利権の新たな狸得という形で定式化した。満州北部の交通・通
信網の確保要求はクロパトキンの主張に、また東清鉄道輸送の優遇要求
（８） 
決められた。
この方針の下で満州については十項目の保障案が作成された。それを
整理すると、次の様になる。第一に満州全域で外国人租界等の建設禁止、
第二に北部を中心に河川、鉄道、通信網の確保、第三に中国に一雇傭され
る外国人顧問が持つ権能を南満州に制限、第四に東満鉄道輸送への優遇
措置、第五に秩序維持のためなされた支出への補償としてロシア人及び
企業への既得権利保証及び産業建設、資源開発への新たな利権許与であ
る。これらの条件が中国から保障される時にロシア政府は、ムクデン、
ギリン、へイルンッジャン各地方から軍を撤退させる（⑳三部一二九Ｉ
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
そ
れ
を
は、ヴィッテの希望にも沿っていた。この意味で旅順協議会は、「新路
線」を受けるものだったが、同時にこれまでのロシアの満州政策にもか
な
う
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
韓
国
問
題
に
つ
い
て
は
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
ら
の
主
張
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
大
い
に
不
満
な
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フは抵抗したが、ソウル公使パヴロフも輔国政府はこの企業を軍事政治
的
性
格
と
見
て
い
る
と
伝
え
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
六
月
二
四
日
（十一日）に既に「北部ではトゥマン河沿いの利権境界まで、西部では
ヤルー河の利権境界まで日本の韓国完全領有を承認する」旨が皇帝の意
向で決まっていたのが決定的であった（⑳三部一三二）、この決定は、
ア
バ
ザ
ー
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
を
通
じ
て
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
に
命
令
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
既
に
極
東
問
題
の
全
権
を
委
任
さ
れ
て
い
た
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
、
当
然従わないわけにはいかなかった（⑪一三）。これと満州問題を分離先
行して解決するという決定を考えると、この旅順協議会では「新路線」
の方針を推し進める結果にはならず、むしろ四月特別審議会のラインま
で押し返されたのである（⑮、⑬、⑳三部一三一）。日本も注目してい
た
旅
順
協
議
会
は
こ
の
よ
う
な
形
で
終
わ
り
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
（９） 
はそれぞれ別途ペテルブルグに一保った（⑯九一一一）。
旅
順
の
協
議
を
経
て
八
月
十
四
日
二
日
）
に
開
か
れ
た
の
が
、
皇
帝
命
令
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
三
大
臣
協
議
会
」
で
あ
っ
た
。
出
席
を
求
め
ら
れ
て
い
た
ペ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾフは、旅順協議会の協議結果から判断したかどうかはわからないが、
出席を回避した。
満州問題について協議会で検討、合意されたのは次の点である。第一
に満州「併合」は北部も含んで否定された。「戦争の惨禍と紙一重の困
二
八
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難
の
脅
れ
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
状
況
の
変
化
と
軍
事
戦
略
的
考
慰
か
ら
撤
退
協
定
の
「
字
義
通
り
」
の
遵
守
は
難
し
い
と
し
て
、
各
地
方
占
領
地
か
ら
撤
退
す
る
部
隊
を
來
清
鉄
道
収
用
地
に
置
き
、
フ
ー
シ
ェ
ン
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
い
ま
ま
に
占
領
を
継
続
す
る
。
な
ぜ
な
ら
脅
威
的
な
極
東
情
勢
、
東
清
鉄
道
の
国
益
保
護
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
中
国
政
府
に
対
し
て
一
定
の
保
障
を
求
め
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
旅
順
で
検
討
さ
れ
た
一
○
項
目
の
う
ち
、
返
還
地
域
の
外
国
人
へ
の
譲
渡
禁
止
、
ス
ン
ガ
リ
河
・
ア
ム
ー
ル
河
右
岸
、
チ
チ
ハ
ル
Ⅱ
プ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
街
道
の
哨
所
残
価
、
外
国
人
顧
問
権
限
の
南
部
限
定
、
束
清
鉄
道
へ
の
商
業
的
保
護
な
ど
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
他
の
項
目
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
居
留
地
建
設
禁
止
が
除
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
諸
国
の
反
発
が
考
慮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
実
現
と
共
に
ロ
シ
ア
は
戒
厳
令
を
解
除
し
て
満
州
を
還
付
し
、
行
政
を
中
国
当
局
に
引
き
渡
す
。
ま
た
各
地
方
か
ら
の
撤
退
を
順
次
履
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
撤
退
条
件
を
中
国
に
提
出
す
る
期
限
は
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に
、
遅
く
と
も
妓
終
撤
退
期
限
で
あ
る
十
月
九
日
（
九
月
二
六
日
）
以
前とする（⑳三部一三七、⑫八’一○）。
韓国問題については協議会は、旅順協議会の結論を全面的に追認した。
す
な
わ
ち
韓
国
問
題
を
満
州
問
題
か
ら
切
り
離
す
こ
と
、
韓
国
に
お
け
る
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
、
韓
国
に
関
す
る
現
協
定
を
維
持
し
、
韓
国
の
独
立
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
こ
の
三
点
を
早
期
に
日
本
政
府
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
、
ヤ
ル
ー
河
を
「
防
壁
」
と
位
置
づ
け
る
考
え
方
は
い
た
っ
て
日
本
と
の
衝
突
の
原
因
と
な
る
か
、
す
ぐ
に
破
産
し
そ
う
な
「
武
力
の
平
和
」
状
態
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
は
極
東
の
武
力
増
強
を
迫
り
、
西
部
の
軍
事
準
備
を
削
減
さ
せ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
考
え
は
こ
の
後
「
十
一
月
（
十
月
）
覚
書
」
で
も
繰
り
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
一
層
の
支
出
に
よ
り
国
家
財
政
に
耐
え
ら
れ
な
い
「
重
荷
」
を
置
く
、
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
日
本
社
会
を
一
層
覚
醒
さ
せ
、
紛
争
防
止
の
た
め
に
極
め
て
望
ま
し
い
日
本
と
の
合
意
締
結
へ
の
「
重
大
な
障
害
」
と
な
る
と
述
べ
た
。
積
極
活
動
の
「
無
条
件
中
止
」
に
つ
い
て
は
北
京
、
東
京
の
公
使
、
公
使
経
験
者
も
同
意
見
で
、
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
満
州
問
題
と
こ
の
企
業
の
結
び
つ
き
こ
そ
が
武
力
衝
突
の
危
険
を
生
ん
で
い
る
と
述
べ
た
。
こ
の
会
社
は
ご
く
「
通
例
」
の
商
業
原
則
の
上
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
⑳
三
部
一
一
五
’
一
二
三
、
⑫
一
六
’
一
七
）
。
以
上
の
内
容
は
、
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
か
ら
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
に
送
付され、意見が求められた（⑫二’六）。
こ
の
よ
う
に
ヤ
ル
ー
事
業
の
性
格
を
変
え
る
「
新
路
線
」
は
斥
け
ら
れ
た
が
、
官
署
間
対
立
に
よ
っ
て
極
東
政
策
が
遂
行
さ
れ
な
い
と
い
う
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
の
指
摘
は
、
八
月
十
二
日
（
七
月
三
十
日
）
勅
令
に
よ
る
極
東
太
守
府
設
置
と
な
っ
た
。
勅
令
は
、
設
置
理
由
を
「
東
洋
辺
境
地
域
に
お
け
る
統
治
課
題
の
複
雑
さ
」
と
し
た
が
、
問
題
は
そ
の
椛
限
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
太
平
洋
艦
隊
と
所
管
地
域
陸
軍
の
指
揮
、
極
東
隣
接
諸
国
と
の
外
交
関
係
の
指
導
、
民
生
統
治
の
最
高
権
力
、
東
清
鉄
道
地
域
の
秩
序
安
全
、
太
守
府
隣
接
地
居
住
の
ロ
シ
ア
人
の
利
益
擁
護
か
ら
成
っ
て
お
り
、
従
来
は
陸
相
、
海
相
、
蔵
相
、
外
相
、
さ
ら
に
浴
ア
ム
ー
ル
総
督
が
有
し
て
い
た
権
限
を
全
て
包
括
す
る
広
範
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
⑳
三
部
一
三
三
、
⑰
番
号
二
三
三
一
九
）
。
外
交
を
含
む
権
限
を
持
つ
先
例
は
、
こ
の
時
期
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
旧
カ
フ
カ
ー
ス
太
守
府
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
太
守
府
設
置
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
大
蔵
省
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
委
員
会
組
織
を
通
じ
て
大
き
な
権
限
を
極
東
に
有
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
テ
は
権
力
基
盤
を
失
っ
た
。
外
務
省
は
極
東
の
外
交
権
限
を
制
約
さ
れ
、
外
交
ル
ー
ト
は
太
守
府
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
ク
ロ
パ
ト
二
九
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キ
ン
も
極
東
の
軍
事
指
揮
権
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴィッテらは、八月十三日（七月三一日）の『政府通報』でこれを知
り、大きな衝撃を受けた。既に定着してきていた大臣評議による結論を
皇帝が承認するという慣例が無視されたからである。なかでもクロパト
キ
ン
は
自
分
の
推
挙
し
た
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
に
権
限
が
移
行
し
た
こ
と
で
皇
帝
の
信
任
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
辞
職
を
決
意
し
た
が
、
プ
レ
ー
ヴ
ェ
に
慰
留
さ
れ
た
。
陰
で
こ
の
政
変
を
操
っ
た
と
さ
れ
る
内
相
プ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
に
対
し
て
専
制
君
主
は
、
「
表
面
で
は
大
臣
の
い
う
こ
と
を
聞
き
、
彼
ら
と
折
り
合
う
が
、
常
に
外
部
の
も
の
が
そ
の
心
に
容
易
に
入
り
込
む
か
、
専
制
の
侵
害
者
と
し
て
大
臣
不
信
を
皇
帝
に
植
え
込
む
」
の
で
皇
帝
に
は
「
行
動
の
二
重
性
」
が
生
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。
大
臣
の
協
議
を
無
視
し
、
皇
帝
の
意
志
で
決
着
さ
せ
る
こ
う
し
た
や
り
方
は
一
八
八
一
年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
暗
殺
後
も
続
い
た
憲
法
制
定
を
め
ぐ
る
議
論
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
「
専
制
強
化
詔
書
」
発
布
で
終
焉
し
た
例
が
あ
る
と
プ
レ
ー
ヴ
ェ
は
述
べ
た
（
⑳
四
五
’
四
六
）
。
こ
の
後
八
月
末
に
は
ヴ
ィ
ッ
テ
が
蔵
相
を
解
任
さ
れ
、
名
目
的
権
限
し
か
な
い
大
臣
委
員
会
議
長
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
は
皇
帝
に
不
信
を
抱
き
、
や
は
り
官
職
全
て
の
辞
任
を
申
し
出
た
が
、
皇
帝
に
慰
留
さ
れ
た
（
⑳
五
五
）
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
旅
順
の
二
重
の
決
定
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
義
和
団
反
乱
は
日
露
両
国
に
様
々
の
観
測
を
生
み
出
し
た
。
日
本
が
迅
速
に
大
量
の
軍
を
動
員
体
制
に
置
い
た
の
で
ロ
シ
ア
は
「
日
本
政
府
は
、
中
国
の
反
乱
を
平
定
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
［
Ⅲ
］
日
露
交
渉
満
州
・
韓
国
問
題
を
め
ぐ
る
最
初
の
日
露
交
渉
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
満
州
に
入
っ
た
直
後
の
一
九
○
○
年
七
月
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍
の
満
州
占
領
が
併
合
に
結
果
す
る
と
予
測
し
、
そ
の
勢
力
が
韓
国
で
回
復
す
る
こ
と
を
危
倶
し
た
新
任
ロ
シ
ア
公
使
の
小
村
寿
太
郎
は
、
満
州
と
韓
国
で
勢
力
圏
を
分
割
す
る
「
満
韓
に
於
け
る
日
露
勢
域
協
定
方
」
を
提
起
し
た
。
ロ
シ
ア
と
衝
突
す
る
可
能
性
は
、
韓
国
で
の
日
本
の
産
業
立
地
を
遅
ら
せ
る
の
で
「
勢
力
範
囲
の
画
定
」
を
行
な
い
、
日
露
が
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
と
満
州
で
「
自
由
手
腕
」
を
「
保
留
」
し
、
勢
力
範
囲
内
で
相
互
通
商
の
自
由
を
保
障
す
る
形
を
と
る
の
が
よ
い
、
と
小
村
は
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
ロ
シ
ア
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
後
十
月
に
小
村
は
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ッ
テ
と
会
談
し
、
「
西
Ⅲ
ロ
ー
ゼ
ン
協
定
」
に
代
わ
る
新
協
定
締
結
を
同
じ
趣
旨
で
再
び
提
案
し
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
ヴ
ィ
ッ
テ
は
現
行
通
り
の
「
韓
国
の
独
立
保
全
」
を
繰
り
返
し
た
の
で
交
渉
は
頓
挫
し
た
（
⑨
三
三
’
三
五
）
。
こ
の
時
期
の
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
先
す
る
よ
り
も
広
い
課
題
を
追
求
し
て
い
る
」
と
考
え
た
（
⑳
二
部
二
五
）
。
逆
に
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の
満
州
派
兵
は
、
「
占
領
」
に
結
果
し
、
韓
国
支
配
を
目
指
し
て
い
（Ⅶ） 
ろ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
双
方
の
危
機
感
か
ら
一
連
の
日
露
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
交
渉
は
、
案
の
提
示
を
含
め
る
と
、
少
な
く
と
も
五
次
に
わ
た
っ
た
が
、
も
っ
と
も
本
格
的
だ
っ
た
の
は
、
一
九
○
三
年
夏
か
ら
開
始
さ
れ
開
城
直
前
ま
で
続
い
た
交
渉
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
両
国
の
条
件
が
折
り
合
う
可
能
性
を
持
つ
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
た
。
そ
れ
は
い
か
に
し
て
進
み
、
妥
協
可
能
性
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
次
に
わ
た
っ
た
前
段
の
交
渉
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
概
観
し
た
上
で
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
Ⅲ
日
露
交
渉
一
九
Ｃ
Ｏ
～
’
九
ｏ
三
年
夏
三
○ 
Hosei University Repository
に
見
た
よ
う
に
鉄
道
保
護
を
第
一
義
に
し
、
諸
国
の
中
国
分
割
を
防
ぐ
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
の
提
案
は
、
ロ
シ
ア
が
と
る
べ
き
立
場
を
明
ら
か
に
越
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
の
こ
の
拒
絶
は
、
日
本
に
ロ
シ
ア
の
韓
国
中
立
化
提
案
は
韓
国
へ
の
宿
望
を
実
現
す
る
た
め
の
単
な
る
「
彌
縫
策
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
生
んだ（⑨三五）。
次
の
日
露
交
渉
は
、
一
九
○
○
年
末
か
ら
一
九
○
一
年
初
め
に
か
け
て
日
本
公
使
（Ⅲ） 
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
の
打
診
し
た
「
韓
国
中
立
化
」
提
案
を
め
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
韓
国
皇
帝
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
か
ら
の
安
全
保
障
を
目
的
に
韓
国
中
立
化
と
ソ
ウ
ル
駐
留
日
本
部
隊
の
撤
収
を
日
露
両
国
に
打
診
し
た
。
日
本
は
こ
れ
に
否
定
的
だ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は
日
本
が
「
西
川
ロ
ー
ゼ
ン
協
定
」
を
破
棄
す
る
恐
れ
を
感
じ
て
い
た
た
め
職
種
的
に
対
応
し
た
。
露
清
間
の
満
洲
問
題
交
渉
が
決
着
し
た
場
合
日
本
が
韓
国
で
埋
め
合
わ
せ
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
「
中
立
韓
国
は
、
対
立
の
源
泉
で
あ
っ
て
未
来
に
は
修
正
対
象
と
な
る
現
在
の
韓
国
」
よ
り
も
「
よ
り
よ
い
隣
国
」
な
の
で
あ
る
。
意
見
を
求
め
ら
れ
た
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
日
本
の
同
意
を
得
る
の
は
難
し
い
の
で
一
八
九
八
年
協
定
を
発
展
さ
せ
て
ロ
シ
ア
、
日
本
の
二
国
管
理
を
試
み
る
よ
う
提
案
し
、
こ
の
方
向
で
一
九
○
○
年
末
に
日
本
に
打
診
さ
れ
た
（
⑮
三
七
’
三
八
）
。
し
か
し
、
モ
リ
ソ
ン
の
行
な
っ
た
誇
大
報
道
が
日本世論を硬化させたので交渉は停止した。
第
三
の
交
渉
は
、
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
○
一
年
十
一
月
の
伊
藤
博
文
の
提
案
で
あ
っ
た
。
伊
藤
提
案
は
、
韓
国
独
立
の
保
障
、
兵
略
の
た
め
の
領
土
不
使
用
、
朝
鮮
海
峡
の
自
由
航
行
の
保
障
を
相
互
義
務
と
し
た
上
で
、
日
本
の
専
権
と
し
て
韓
国
に
対
す
る
政
治
、
工
業
、
商
業
に
関
す
る
自
由
行
動
、
援
助
・
扶
助
を
ロ
シ
ア
が
認
め
る
こ
と
を
求
め
た
。
つ
ま
り
「
西
Ⅱ
ロ
ー
ゼ
ン
協
定
」
が
「
相
互
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
の
合
意
」
を
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
も
っ
ぱ
ら
権
限
を
有
（胆）
するとしたのである（①二七一、⑫一一二○）。
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
こ
の
提
案
は
日
露
合
意
の
材
料
と
な
る
と
歓
迎
し
た
が
、
朝
鮮
海
峡
自
由
航
行
に
つ
い
て
の
相
互
義
務
を
「
日
本
の
義
務
」
と
す
る
、
韓
国
へ
の
日
本
の
「
専
権
」
を
「
優
先
」
に
変
え
、
「
事
前
協
議
」
を
入
れ
る
な
ど
と
修
正
し
、
満
州
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
の
行
動
の
自
由
と
優
先
を
条
項
と
し
て
入
れ
る
対
案
を
作
成
し
た
。
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
の
こ
の
対
案
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
政
府
で
も
っ
と
も
厳
し
い
反
応
を
示
し
た
の
は
、
海
相
ト
ィ
ル
ト
フ
で
あ
っ
た
。
海
相
は
、
朝
鮮
海
峡
も
し
く
は
そ
の
近
辺
に
港
口
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
の
政
治
的
、
軍
事
的
優
位
は
韓
国
を
日
本
の
「
大
公
国
」
と
し
、
行
動
の
自
由
は
極
東
に
「
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
」
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な
る
の
で
両
国
に
よ
る
「
保
護
国
化
」
が
と
ら
れ
る
べ
き
方
針
だ
と
主
張
し
た
。
満
州
に
つ
い
て
は
日
本
と
は
関
わ
り
が
な
い
の
で
言
及
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
日
本
と
の
協
定
は
重
要
で
あ
る
の
で
韓
国
で
全
面
的
に
誠
歩
し
て
も
達
成
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
結
局
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
案
は
、
小
さ
な
修
正
で
皇
帝
裁
可
を
得
て
伊
藤
に
送
付
さ
れ
（
⑳
二
部
一
五
九
’
一
六
七
）
、
東
京
の
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
に
は
ロ
シ
ア
対
案
に
基
づ
い
て
伊
藤
と
交
渉
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
が
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
日
英
同
盟
締
結
に
向
か
っ
た
た
め
交
渉
は
や
は
り
頓
挫
し
た
（
⑳
二
部
一
七
二
、
⑭
五
一
）
。
四
度
目
の
日
露
交
渉
は
、
ロ
シ
ア
公
使
栗
野
慎
一
郎
が
一
九
○
二
年
九
月
に
「
私
案
」
と
し
て
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
は
、
栗
野
が
駐
露
公
使
就
任
に
際
し
て
日
露
協
商
締
結
の
任
に
当
た
る
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
い
た
こ
と
に
発
し
て
い
る
（
⑨
一
○
五
）
。
栗
野
私
案
は
、
中
韓
両
国
の
独
立
・
領
土
保
全
の
相
互
義
務
、
韓
国
領
土
の
軍
事
戦
略
不
使
用
の
相
互
保
障
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
商
工
業
活
動
、
一
一
一
￣ 
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助言・助力、兵員派泄、警察力維持の権利、満州におけるロシアの行動
の自由を提起した（①二九八’三○○、⑨一二一－一二三）。これに対
し
て
ロ
シ
ア
で
は
ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
日
本
が
中
露
国
境
に
接
す
る
中
国
領
で
ロ
シ
ア
の
優越権を認め、行動の自由を妨げないならば、輔国の全面譲歩も可能で
あり、留意点があっても、協定締結が優先だという考えを述べた。また
翌一九○三年一月に召集された関係諸国公使会議では譲歩に反対論があっ
たが、結論的には日本との協定を望ましいとし、翌二月に開催された特
別審議会も同様の結論に達した。この場合ロシアが出発点とみなしたの
は、伊藤案と栗野私案で、この方針で東京のローゼン公使には交渉推進
の指示書が送られた（⑳三部一四九、⑳一一○’一一二）。つまりロシ
ア
は
、
極
東
問
題
に
関
し
て
日
本
と
何
ら
か
の
形
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く、栗野提案を歓迎するという対応をとった。ただし、日本側からの交
渉活性化を待つという姿勢であった（⑳二四二’二四五）。栗野の先走
り
を
い
さ
め
、
そ
の
後
「
私
案
」
の
内
容
か
ら
軍
事
戦
略
的
不
使
用
を
落
と
し
て
諸
国の清輔両国における商工業活動の機会均等、韓国鉄道の東清鉄道への
接続などを付け加えた「小村訓令」はロシア側の動きを見ると議論対象
（旧）
に
な
っ
て
い
な
い
。
以
上
い
ず
れ
も
本
格
的
な
交
渉
に
至
ら
ず
、
満
韓
勢
力
圏
策
定
、
韓
国
の
中
立
化Ⅱ緩衝地帯化といった案の提示で終った接触であったが、満州と韓国
を互いの勢力圏として相互承認するという方向で交渉基盤は形成されて
きたと見ることができよう。その上で、満州、韓国における相互の権利
と義務をどう承認するか、また諸国の権利の取り扱いが検討課題として
残った。「小村訓令」にある満州への諸国の「機会均等」をロシアが承
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
認
し
た
場
合
防
衛
戦
略
地
点
と
し
て
の
韓
国
北
部
の
位
置
づ
け
は
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
満
州
問
題
へ
の
ロ
シ
ア
の
対
応
が
こ
の
合
意
を
可
能
と
す
る
か
否
か
の
焦
点
と
な
る
の
で
あ
る
。
一九○三年八月十二日（七月三十日）、複雑化する極東情勢にあって
「率直と妥協の精神」で協定締結のため交渉に入るとあらかじめ伝えて
いた栗野は、六項目から成る日本案を提示した。内容は、栗野私案より
「小村訓令」に近い。韓国の軍事戦略的不使用は落とされ、ロシアの満
州権益を「鉄道経営」に関わると限定し、新たに「独立・領土保全」と
商工業上の「機会均等」が「清韓両帝国」に及ぶと規定した。また韓国
鉄道と束清鉄道を接続させる「鉄道条項」が入った。こうした内容の日
本第一次案は、伊藤案と栗野案を出発点と考えていたロシアには意外だっ
た
ろ
う
。
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
「
鉄
道
条
項
」
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
日
本
が
騨
国
で
「
行
動
の
自
由
」
を
得
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
ロ
シ
ア
は
な
ん
ら
の
「等価物」を得ていないとその場で述べた。形式は「友好協定」の形を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
春
か
ら
の
戦
争
準
備
に
基
づ
く
「
最
後
通
牒
」
的
要
求
であるというのがラムズドルフの意見であった（⑳三部一五五、以下の
一次から四次にわたる日本案とロシア対案については参考資料１参照）。
極東太守となったアレクセーエフは、北京政府とロシア軍撤退に関わ
る補償・利権交渉を行っていた。こちらの交渉も難航していたが、日本
提案を知ったアレクセーエフは、これは南満州へ日本の活動を引き入れ、
満州について特別協定を締結させようとしているとみなした。満州は日
②
日
露
交
渉
一
九
ｏ
三
年
夏
～
秋
一
一
一
二
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本の利益圏外という承認のみが合意の基礎であり、それによってのみわ
れ
わ
れ
は
韓
国
問
題
で
一
定
の
譲
歩
を
行
い
う
る
の
で
あ
っ
て
、
占
領
継
続
と
武
力
で
も
満
州
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
日
本
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
述
べ
た
（
⑪
一
九
’
二
三
）
。
旅
順
協
議
会
、
三
大
臣
協
議
会
で
決
定
し
て
い
た
満
州
問
題
先
行
方
針
は
、
撤
退
後
満
州
を
他
国
に
引
き
渡
さ
な
い
と
い
う
条
件
を
渚
か
ら
狸
得
し
た
に
す
ぎ
ず
、
頓
挫
寸
前
に
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
は
当
然
日露交渉に影響しないわけにいかなかった。
ロシアの第一次回答は、十月三日（九月二十日）に日本に伝達された。
そ
れ
は
、
日
本
案
と
次
の
点
で
違
っ
て
い
た
。
第
一
に
中
国
を
含
め
ず
、
韓
国
の
独
立
、
領
土
不
可
侵
を
日
本
の
義
務
と
す
る
。
第
二
に
満
州
と
そ
の
沿
岸
を
日
本
権
益
外
と
承
認
す
る
。
第
三
に
戦
略
目
的
で
の
韓
国
領
土
の
不
使
用
、
朝
鮮
海
峡
の
航
行
自
由
の
保
障
。
第
四
に
北
緯
三
九
度
以
北
の
中
立
地
帯
化
で
あ
る
。
独
立
と
領
土
不
可
侵
の
条
件
で
日
本
の
韓
国
へ
の
優
越
、
助
言
・
援
助
を
与
え
、
必
要
に
よ
っ
て
軍
を
派
遣
す
る
権
利
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
対
清
交
渉
が
難
航
す
る
状
況
で
、
満
州
問
題
を
交
渉
か
ら
除
外
し
、
防
衛
の
観
点
か
ら
日
本
と
「
国
境
線
」
を
接
す
る
の
を避けるという方針がみてとれる。韓国の「戦略的不使用」もこの方針
上
に
あ
る
。
こ
う
し
た
前
提
の
上
に
韓
国
に
関
し
て
は
日
本
の
優
越
を
承
認
す
る
の
である（⑳三部一五九）。
日
本
の
第
二
次
案
は
、
十
月
三
一
日
（
十
八
日
）
に
返
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
日
本
で
は
反
ロ
シ
ア
気
分
が
高
ま
り
、
韓
国
で
日
本
人
に
よ
る
ロ
シ
ア
人
襲
撃
が
起
こ
っ
た
。
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
軍
事
要
員
が
日
本
軍
部
の
活
動
は
活
発
で
、
春
以
来
日
本
が
「
用
意
し
て
き
た
時
」
が
近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
伝
え
た
（
⑳
三
部
一
六
二
）
。
こ
れ
に
反
応
し
た
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
、
皇
帝
に
「
日
本
が
韓
国
北
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
部
を
占
領
す
る
べ
く
部
隊
を
派
遣
す
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
」
と
打
電
し
、
軍
事
的
準
備
の
許
可
を
求
め
た
。
事
態
は
、
戦
争
の
臭
い
を
濃
く
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
日
本
は
、
十
月
八
日
（
九
月
二
五
日
）
に
北
京
政
府
と
都
市
の
開
放
条
項
を
含
ん
だ
条
約
締
結
に
成
功
し
、
満
州
に
足
場
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
（
②
二
一
四
）
。
し
た
が
っ
て
第
二
次
日
本
案
は
、
第
一
次
案
と
比
べ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
条
項
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
第
九
項
は
、
韓
国
と
の
条
約
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
有
す
る
商
業
利
益
、
居
住
権
を
保
障
し
つ
つ
、
同
時
に
中
国
と
日
本
の
条
約
に
よ
り
日
本
が
満
洲
に
有
す
る
同
様
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
の
義
務
と
し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
第
一
次
回
答
が
求
め
た
「
中
立
地
帯
」
設
置
に
つ
い
て
は
、
韓
国
満
州
国
境
線
か
ら
双
方
の
領
域
に
五
十
ヴ
ェ
ル
ス
タ
（
約
五
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
設
け
る
と
し
た
。
満
州
に
つ
い
て
新
た
な
項
目
を
含
ん
だ
た
め
か
、
第
一
次
案
に
は
な
か
っ
た
朝
鮮
海
峡
の
「
航
行
の
自
由
」
を
脅
か
す
軍
事
企
図
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
日
本
の
義
務
と
し
た
が
、
日
本
の
満
州
利
権
を
新
た
に
含
ん
だ
こ
と
は
、
両
国
間
の
妥
協
を
難
し
く
し
た
。
小
村
は
、
こ
の
間
の
協
議
で
ロ
シ
ア
第
一
次
回
答
の
満
州
を
日
本
の
権
益
外
と
す
る
こ
と
（
第
七
項
）
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
発
言
し
て
い
た
（
⑳
三部一七九）。
双
方
の
主
張
は
、
ま
っ
た
く
食
い
違
っ
た
。
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
日
本
は
ロ
シ
ア
と
満
州
問
題
の
交
渉
に
入
っ
て
お
り
、
平
和
維
持
は
ロ
シ
ア
の
譲
歩
し
だ
い
だ
と
い
た
る
ところで言いふらし、自ら後退の道を閉ざしてしまったと本国に書き送っ
た
が
、
七
月
の
時
点
で
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
に
「
満
州
問
題
に
関
し
て
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
日
本
の
関
与
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
⑳
三
部
一
七
九
、
’
八
一
）
。
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
と
ロ
ー
ゼ
ン
の
作
成
し
た
第
二
次
回
答
は
、
十
二
月
十
一
日
ＯＳ 
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日
露
交
渉
は
、
第
二
次
案
の
交
換
で
行
き
詰
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
忌
避
す
る
満
州
問
題
が
交
渉
テ
ー
ブ
ル
に
あ
げ
ら
れ
、
中
立
地
帯
設
置
に
つ
い
て
も
双
方
が
主
張
を
繰
り
返
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ロ
シ
ア
か
ら
す
る
と
日
本
の
優
越
、
部
隊
派
遣
を
承
認
し
て
い
る
以
上
韓
国
領
土
の
「
戦
略
的
不
使
用
」
の
条
件
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
第
二
次
回
答
が
満
州
問
題
に
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
点
を
問
題
と
し
た
。
協
議
毎
に
論
点
が
絞
り
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
重
要
な
条
件
が
付
け
加
わ
る
と
い
う
決
裂
含
み
の
展
開
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
韓
国
の
チ
ェ
（十一月二八日）にようやく出た。回答案は十一月半ば過ぎに作成され
ていたが、アレクセーエフが軍事的用意の時間稼ぎで回答送付を遅らせ
たのである。内容は、韓国、東清鉄道接続について日本の提案を受け入
れたものの、ほかについては第一次回答と変らなかった。朝鮮海峡の航
行自由に加えて「戦略目的のための韓国領土不使用」、三九度線以北の
中
立
地
帯
設
置
が
維
持
さ
れ
た
。
日
本
の
満
州
条
項
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
検
討
過
程
で
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
ロ
シ
ア
、
日
本
が
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
と
満
州
を
権
益
外
と
す
る
条
項、また朝鮮海峡の「航行自由保障」条項を受け入れ、「西川ローゼン」
協
定
を
破
棄
す
る
と
い
う
日
本
側
に
歩
み
寄
る
提
案
を
出
し
た
が
、
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
、
そ
れ
は
韓
国
を
日
本
に
完
全
に
与
え
て
最
終
的
に
隷
属
さ
せ
る
こ
と
に
等
し
く
、
極
東
の
基
本
政
策
か
ら
ま
っ
た
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
と
斥
け
て
い
た
（
⑳
三
部
一
八
一
’
一
八
三
）
。
こ
う
し
て
日
本
と
ロ
シ
ア
の
交
渉
は
、
満
州
問
題
、
中
立
地
帯
設
置
、
輔
国
領
土
の
「
戦
略
的
不
使
用
」
の
三
点
を
め
ぐ
っ
て
完
全
に
対
立
し
た
の
で
あ
る
。
③
交
渉
の
転
換
と
開
戦
過
程
の
最
終
局
面
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
ム
リ
ポ
で
は
日
本
人
群
集
と
ロ
シ
ア
人
水
兵
の
衝
突
が
起
こ
っ
た
し
、
日
本
企
業
は
旅
順
、
ウ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
へ
の
石
炭
供
給
を
停
止
さ
せ
た
。
ま
た
日
本
衆
議
院
は
天
皇
へ
の
答
辞
を
採
択
し
、
そ
の
中
で
政
府
の
対
外
、
国
内
政
策
を
軟
弱
と
批
判
し
た（⑳三部一八四）。
こ
う
し
た
状
況
で
日
本
政
府
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
元
老
院
で
第
二
次
回
答
を
審
議
し
た
上
で
、
十
一
一
月
二
三
日
（
十
日
）
に
ロ
シ
ア
に
「
韓
国
領
土
の
戦
略
目
的
不
使
用
」
と
「
中
立
地
帯
」
条
項
を
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
（
第
三
次
日
本
案
）
。
伝
達
に
当
た
っ
て
栗
野
は
、
も
し
も
両
政
府
が
合
意
に
達
し
な
い
場
合
は
、
「
現
情
勢
に
お
い
て
は
重
大
な
困
難
、
紛
争
す
ら
も
起
こ
り
う
る
」
と
述
べ
て
譲
歩
を
促
し
た
（⑳三部一八七）。
こ
う
し
た
状
況
の
打
開
に
動
い
た
の
は
、
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
で
あ
る
。
譲
歩
に
よ
り
衝
突
の
蓋
然
性
を
い
た
っ
て
高
め
る
と
主
張
す
る
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
を
押
し
切
り
、
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
十
二
月
二
八
日
（
十
五
日
）
に
上
奏
を
行
な
っ
た
。
上
奏
は
、
「
重
大
事
件
」
回
避
の
た
め
交
渉
継
続
を
主
張
し
た
。
日
本
に
有
利
な
合
意
に
達
す
れ
ば
、
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
行
動
に
自
由
を
結
び
つ
け
、
ロ
シ
ア
艦
船
の
朝
鮮
海
峡
航
行
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
、
日
本
に
朝
鮮
半
島
占
領
を
始
め
さ
せ
た
場
合
は
「
韓
国
に
関
す
る
以
前
の
日
本
と
の
合
意
を
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
う
」
か
ら
で
あ
る
。
交
渉
継
続
の
た
め
に
は
、
満
州
へ
の
諸
国
の
関
与
を
承
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
「
現
在
満
州
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
関
わ
り
が
完
全
に
暖
昧
で
あ
る
こ
と
を
考
恵
す
る
と
、
中
国
と
の
条
約
義
務
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
、
特
権
を
守
る
と
い
う
諸
国
の
意
向
に
異
議
を
と
な
え
る
法
的
根
拠
を
わ
れ
わ
れ
は
持
た
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
で
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
満
州
条
項
で
日
本
に
譲
歩
す
る
こ
と
を提起した（⑳三部一八九）。
＝ 
一
四
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翌十二月二十九日（十六日）に開かれた皇帝議長下の特別審議会は、
ア
レ
ク
セ
イ
大
公
、
陸
相
、
外
相
の
ほ
か
極
東
太
守
府
の
上
部
機
関
で
あ
る
極
東
特
別委員会のアバザーが出席した。アパザーは、アレクセーエフの意見を
引
き
な
が
ら
、
第
三
次
日
本
案
を
拒
否
し
、
交
渉
打
ち
切
り
を
主
張
し
た
。
韓
国
が
ロ
シ
ア
領
で
な
い
以
上
そ
れ
を
管
理
す
る
権
利
を
日
本
に
認
め
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
は
出
来
な
い
し
、
満
州
で
多
く
の
人
力
と
資
金
を
犠
牲
に
し
た
ロ
シ
ア
は
、
誰
で
あ
れ
そ
こ
へ
の
関
与
を
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
が
「
き
わ
め
て
平和的で譲歩的な」ロシア第二次回答を取り上げないならば、ロシアは
「従順の限界に達し、これ以上進めない」ので交渉断絶の自由を得た、
必要なのは軍備増強であるとアバザーは述べた。これに対して陸相は満
州北部のロシアへの併合の持論を述べ、外相は満州条項を回答に含んで
交渉を継続するよう主張した（⑳三部一九○’’九一、⑪二七’三一）。
一九○四年一月六日（十二月二四日）に出された第三次ロシア回答は、
以前に「同意」していた「韓国領土の戦略的不使用」を日本政府が認め
ること、将来の紛争のあらゆる原因を取り除くために北緯三九度以北の
「中立地帯」を設置することを求めた。「こうした地帯は、例えば中央ア
ジ
ア
の
英
露
領
有
地
の
間
に
存
在
し
て
い
る
」
。
こ
れ
は
以
前
の
主
張
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
を
求
め
た
上
で
、
ロ
シ
ア
は
同
時
に
満
州
へ
の
関
与
を
承
認
し
た
。
「
満
州
と
そ
の
沿
岸
が
日
本
の
権
益
外
に
あ
る
こ
と
の
承
認
」
が
必
要
だ
が
、
「
そ
の
場
合
当
該
領
域
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
は
、
日
本
が
他
国
と
同
様
に
中
国
と
の
条
約
で
獲
得
し
た
権
利
と
特
権
を
居
留
地
建
設
を
除
い
て
利
用
す
る
の
を
妨げない」のである（⑳三部一九四、⑳二）。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
は
、
前
年
春
以
来
の
基
調
で
あ
っ
た
満
州
問
題
の
分
離
先
行
解
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
決、諸国利権の排除という方針を転換した。ロシアは、この譲歩につい
て各国政府に声明するようロンドン、ベルリン、ワシントン、ウィーン、
ロ
ー
マ
、
東
京
各
駐
在
代
表
に
打
電
し
た
。
「
ロ
シ
ア
は
現
協
定
範
囲
内
で
協
定
に
基
づ
い
て
狸
得
さ
れ
た
権
利
と
特
権
を
諸
国
が
利
用
す
る
の
を
妨
げ
る
意
図
を
ま
っ
た
く
有
し
な
い
」
の
で
あ
る
（
⑳
二
。
日
本
政
府
も
こ
の
変
更
を
歓
迎
し
、
小
村
外相は在日イタリア大使に「回答はいくつかの譲歩を含んでおり、合意
の出発点になりうる」と語ったとされる（⑳三部一九四）。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
こ
の
鍍
歩
は
奏
功
し
な
か
っ
た
。
一
週
間
後
の
一
月
十
三
日
（
十
二
月
三
一
日
）
に
出
た
第
四
次
日
本
案
は
、
再
度
「
中
立
地
帯
」
条
項
の
削
除
を
求
め
た
だ
け
で
な
く
、
「
韓
国
領
土
の
戦
略
的
不
使
用
」
を
主
張
す
る
ロ
シ
ア
側
根
拠
で
あ
っ
た
「
以
前
の
日
本
政
府
の
同
意
」
に
つ
い
て
そ
れ
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
「
ま
っ
た
く
な
い
」
と
全
面
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
「
居
留
地
建
設
除
外
」
規
定
に
つ
い
て
も
除
か
れ
る
の
が
「
望
ま
し
い
」
と
し
た
（
⑳
三
部
一
九
六
）
。
日
本
側
の強硬姿勢は際立っていた。
日
本
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
様
々
の
波
紋
を
呼
ん
だ
。
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
「
日
本
の強欲は成長し続けている」と述べたし、日本から軍事要員が「日本の
こ
の
答
え
は
、
…
最
後
通
牒
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
と
予
測
さ
れ
る
の
は
、
日
本
の
断
固
た
る
行
動
で
あ
る
」
と
書
き
送
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
「
事
態
は
一
層
深
刻
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
み
が
決
定
的
に
後
退
しないならば、戦争は避けがたい」と述べた（⑳三部一九八）。
こ
う
し
て
完
全
に
行
き
詰
っ
た
情
勢
で
ロ
シ
ア
の
対
応
は
、
ア
レ
ク
セ
イ
大
公
を
議
長
に
陸
相
、
海
相
、
外
相
、
特
別
極
東
委
員
会
議
長
が
参
加
し
た
一
月
二
八
日
（
十
五
日
）
の
特
別
審
議
会
で
検
討
さ
れ
た
。
審
議
会
で
は
、
満
州
条
項
は
既
に
論
五
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点ですらなくもっぱら「戦略的不使用」問題と「中立地帯」条項に議論
が集中した。一旦得られた結論は、「韓国全沿岸においていかなる軍事
武装を行なわないことを相互の義務」とし、かつ海峡航行の自由を保障
す
る
こ
と
、
ま
た
三
九
度
以
北
に
「
中
立
地
帯
」
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
以
前
と立場は変わっていない。しかし、これはロシア政府の最終回答ではな
かった。
こ
の
結
論
に
満
足
し
な
か
っ
た
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
、
｜
月
三
一
日
（
十
八
日
）
に
皇帝に上奏を行ない、審議会の結論を修正した。上奏は、ロシアの戦争
勝
利
は
疑
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本
を
支
持
す
る
ほ
か
の
諸
国
の
干
渉
を
経
ね
ば
な
ら
ず
、
数
え
切
れ
な
い
犠
牲
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
お
そ
ろ
し
い
苦
難
を
防
ぐ
か
、
遠
ざ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
修
正
理
由
に
つ
い
て
述
べ
た
（
⑳
三
部
二
○
四
）
。
こ
の
た
め
に
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
が
用
意
し
た
第
四
次
回
答
は
、
第
一
項
で
韓
国
の
領
土
不
可
侵
を
相
互
の
義
務
と
し
な
が
ら
、
第
二
項
で
日
本
の
轍
国
に対する利害優越、助言援助、商業発展の保護、第四項で軍隊派遣の権
利を認めた。満州については第六項で満州とその沿岸を日本の権益外に
あ
る
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
日
本
を
含
む
諸
国
が
渚
か
ら
獲
得
し
た
「
全
て
の
権
利
と特権」を尊重するとした。第七項は韓国鉄道と東清鉄道の接続の承認
で
あ
る
。
居
留
地
建
設
に
つ
い
て
も
ロ
シ
ア
は
日
本
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
。
重
要
な
の
は
最
大
の
対
立
点
で
あ
っ
た
「
中
立
地
帯
」
設
置
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
第
五
項
に
「
戦
略
的
不
使
用
」
は
残
さ
れ
た
が
、
こ
の
案
は
日
本
の
求
め
た
条
件をほぼ全面的に認めたものといってよい（⑳二三’二六）。
一一コライニ世はこの案を承認し、第四次回答は、ラムズドルフによっ
て指示書と共に三通の電文にして二月三日（一月二一日）に旅順のアレ
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
ク
セ
ー
エ
フ
ヘ
、
遅
く
と
も
二
月
四
日
（
一
月
二
二
日
）
に
は
東
京
の
ロ
ー
ゼ
ン
ヘ
直
接
打
電
さ
れ
た
（
参
照
参
考
資
料
２
）
。
電
文
二
号
が
上
に
見
た
ロ
シ
ア
の
正
式
回
答
で
、
一
号
が
ロ
ー
ゼ
ン
ヘ
の
指
示
書
、
三
号
が
皇
帝
指
示
の
伝
達
で
あ
る
。
電
文
一
号
は
ロ
シ
ア
側
の
譲
歩
を
明
確
に
し
て
お
り
、
第
二
次
回
答
に
あ
っ
た
「
中
立
地
帯
設
置
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
削
除
し
、
満
州
に
つ
い
て
は
「
日
本
に
よ
っ
て
独
得
さ
れ
た
権
利
と
特
権
を
尊
重
す
る
」
と
東
京
政
府
に
伝
え
る
よ
う
明
言
し
て
い
る
。
第
三
号
は
一
、
二
号
の
追
補
と
し
て
秘
密
条
項
に
よ
る
「
中
立
地
帯
設
置
」
に
つ
い
て
日
本
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
と
い
う
皇
帝
の
「
命
令
」
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
上
奏
後
に
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
か
ら
出
さ
れ
た
指
示
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
暖
味
さ
が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、
正
式
協
定
の
内
容
と
し
て
は
日
露
交
渉
は
妥
結
の
可
能
性
が
得
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
日
露
間
の
合
意
可
能
性
を
持
っ
た
こ
の
ロ
シ
ア
第
四
次
回
答
は
、
開
戦
以
前
に
日
本
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
電
文
を
受
け
取
っ
た
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
は
、
必
要
な
場
合
は
修
正
し
て
も
よ
い
と
い
う
指
示
を
受
け
て
い
た
が
、
修
正
を
加
え
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
東
京
へ
転
送
し
た
（
⑱
一
六
一
）
。
し
か
し
、
ロ
ー
ゼ
ン
は
旅
順
経
由
の
甑
文
も
東
京
へ
直
接
送
ら
れ
た
魍
文
も
共
に
二
月
七
日
の
朝
（
日
本
時
間
）
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
（
⑳
三
部
二
二
四
）
。
こ
の
と
き
既
に
日
本
は
、
二
月
四
日
（
｜
月
二
二
日
）
に
ロ
シ
ア
と
の
開
戦
、
外
交
断
絶
を
決
定
し
、
動
員
令
を
発
し
て
い
た
。
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
に
よ
る
ロ
シ
ア
側
譲
歩
に
基
づ
く
日
露
協
商
妥
結
（Ⅱ） 
の
努
力
は
、
結
局
功
を
奏
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一一一一ハ
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ロ
シ
ア
極
東
政
策
を
規
定
し
た
条
件
は
、
国
際
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
要
因
Ⅱ
「
西
部
」
政
策
、
帝
国
統
治
と
し
て
の
辺
境
問
題
、
こ
と
に
極
東
辺
境
の
経
済
的
脆
弱
さ
と
国
境
線
の
暖
昧
さ
と
い
う
問
題
、
そ
し
て
体
制
問
題
と
し
て
は
制
度
上
ま
た
政
策
遂行上の統合、統一の欠如の問題であった。これらの問題への対応は、
一
つ
は
軍
事
、
経
済
戦
略
上
極
東
要
因
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
方
向
と
な
っ
た
。
こ
の方向の主張は、ヴィッテの韓国議渡論、クロパトキンの満州北部への
撤
収
論
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
国
庫
が
枯
渇
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
テ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
彼
が
進
め
た
鉄
道
事
業
を
根
幹
に
置
い
た
満
州
利
権
の
確
保
で
あ
っ
た
し
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
に
と
っ
て
は
「
西
部
」
へ
の
備
え
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
た
る
ロ
シ
ア
帝
国
防
衛
の
本
筋
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
鉄
道
付
属
地
、
さ
ら
に
は
ア
ム
ー
ル
川
国
境
を
越
え
て
中
国
人
が
流
入
す
る
事
態
を
覚悟しつつも極東要因を軽減することが必要と感じられたのである。
これに対して防衛観点からウラジヴォストク、旅順を結ぶ線を重視す
る
考
え
が
存
在
し
た
。
こ
の
方
向
が
ベ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
ら
の
主
張
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は満州、韓国国境線を重視し、ヤルー利権を利用してそこに「防壁」を
築
く
こ
と
を
櫛
想
し
た
。
こ
こ
で
「
韓
国
問
題
」
と
「
満
州
問
題
」
は
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
満
州
防
衛
の
強
硬
路
線
と
し
て
結
び
付
い
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
こ
の
主
張
に対立する「巨頭」を無力化するべく極東太守府設置を求めたのである。
これは、皇帝専制を利用して帝国統治の基本的な問題点であった統治の
整
合
性
、
統
一
性
欠
如
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
方
向
を
含
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
お
わ
り
に
日
露
交
渉
の
最
終
段
階
で
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
の
「
戦
略
的
不
使
用
」
を
除
い
て
、
難航した「満州問題」で譲歩し、諸国の利権を承認して「防壁」の代替
案
と
い
え
る
「
中
立
地
帯
」
設
置
要
求
も
撤
回
し
た
。
しかし、この譲歩にも拘らず、戦争回避は果たされなかった。国交断
絶の通告に接したラムズドルフは、なおも回避の希望を持っていたとさ
れている。交渉妥結を確信していた彼からすれば、幾日も以前に送った
回答が日本に受け入れられなかったのは、不思議であったに違いない。
回
答
で
は
基
本
的
対
立
点
は
解
消
し
て
お
り
、
様
々
の
経
路
で
流
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
妥協案に対して日露間に横たわる「極東問題の解決」という反応も生ま
れていたからである（⑳三部二三○）。
こ
う
し
て
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
の
送
っ
た
電
文
が
な
ぜ
ロ
ー
ゼ
ン
に
届
か
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
情
報
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
の
妥
協
案
に
日
本
は
な
ぜ
応
じ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
も
の
の
、
間
違
い
な
く
い
え
る
の
は
、
「
満
州
問
題」に対するロシアのこの股後の対応は十九世紀九十年代以来追求され
てきた極東政策が挫折したということであり、この失敗がもたらした衝
撃がロシア帝国を内外で大きく揺すぶるということである。内部の衝撃
は一九○五年ロシア革命を生み出したが、対外関係では「現状維持」状
態
に
置
か
れ
て
い
た
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
バ
ル
カ
ン
問
題
が
再
び
流
動
化
す
る
。
この流動化は、第一次世界大戦という未曾有の戦争につながっていく。
こうした問題を含めて十九世紀から二十世紀初頭のロシア対外関係はま
た別に考察することが必要である。
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注（１）反政府機関紙『解放』は、「極東問題」よりは「近東問題」こそがロシ
ア対外政策には重要だと論じた。この点については不十分だが、さしあた
り拙稿参照（⑤）。政府の対応については、⑳参照。
（２）極東問題の尖鋭化が懸念されている一九○三年秋にバルカン問題も同様
の検討課題となっていた（⑳七五－七六）。
（３）横手の述べるように、アレクセーエフⅡ増融の協定は、ムクデン地方に
限定した暫定的協定であり、これを満州全域に関わるように報道したのは、
モ
リ
ソ
ン
の
ミ
ス
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
報
道
を
め
ぐ
る
真
偽
確
認
は
三
月
にまで及び、露滑交渉を難しいものとした（⑯六一’六三、⑫一四六、⑳）。
（
４
）
「
ヴ
ォ
ガ
ク
覚
書
」
の
重
要
性
は
、
和
田
に
よ
っ
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
和
田
は
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
上
奏
と
「
ヴ
ォ
ガ
ク
覚
漕
」
に
よ
っ
て
彼
ら
の
ヤ
ル
ー
事
業
は「戦略フロント」の砿立を目指すものだったとも指摘している（⑮、⑬
七）。シマンスキーは、「ヴォガク覚書」が以降の極東政策に大きな影響を
与
え
、
「
満
州
問
題
」
を
東
京
政
府
と
の
交
渉
か
ら
除
か
せ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
力
は、「叙述の明断性」にあるという。これに対してアパザーの意見将は、
満
州
撤
退
の
影
響
を
弱
め
る
方
法
を
指
摘
す
る
こ
と
で
皇
帝
の
関
心
を
得
た
と
シ
マ
ン
スキーは述べている（⑳三部九二、九五）。
（５）北清事変勃発の報にクロパトキンが「滴州のプハラ化」を唱えたとされ、
これがロシアの意図を示しているという理解がある（①一六三、⑨二三、
⑪六六）。この理解はおそらくヴィッテ回想によるものだが、「ロシアの意
図
」
と
す
る
の
は
正
確
で
は
な
い
。
（
６
）
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
こ
の
積
極
性
は
、
そ
の
心
理
面
か
ら
す
る
と
即
位
直
後
に
行
な
っ
た
皇
室
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
で
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
当
時
の
外
務
省
官
僚
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
、
蔵
相
ヴ
ィ
ヅ
テ
ら
に
よ
っ
て
殆
ど
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
（⑳一○五’一○六）。
（
７
）
満
州
の
数
都
市
を
開
放
す
る
旨
の
外
務
省
回
状
は
、
協
議
会
開
催
中
の
七
月
九
日
（六月二六日）に出された（⑱三部一二三）。
（
８
）
和
田
報
告
は
、
こ
こ
で
膨
大
な
金
額
を
旅
順
強
化
に
支
出
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
〃
としている（⑮、⑮一○）。
（
９
）
旅
順
協
議
会
の
流
れ
を
決
定
付
け
た
六
月
二
四
日
（
十
一
日
）
付
命
令
へ
の
ペ
ゾ
プ
ラ
ー
ゾ
フ
の
不
満
は
、
帰
京
後
の
上
奏
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
今
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
譲
歩
」
は
日
本
に
と
っ
て
は
「
価
値
あ
る
獲
得
物
」
な
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
日
本
に
協
同
を
説
得
す
る
の
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よれば、唯一の脱出策は太平洋岸の「軍事政治強化」なのである（⑪一五’
一一ハ）ｃ
（、）着任早々のロシア公使小村寿太郎は、七月二四日（十一日）に「露国即
下の目的は鉄道線路の安全を維持するにあること疑いを容れずといえども、
こ
の
目
的
を
持
っ
て
す
る
用
兵
の
結
果
は
、
潔
圃
を
し
て
安
全
か
つ
永
久
に
満
州
を
管
理せしむるに至るべし」と述べた（⑨二六）。
（
Ⅱ
）
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
は
、
一
九
○
○
年
七
月
に
は
日
露
そ
れ
ぞ
れ
が
韓
国
に
部
隊
を
送
る
「
韓
国
分
割
」
を
打
診
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
⑥
四
七
）
。
（
胆
）
こ
の
提
案
は
、
イ
ズ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
に
一
九
○
○
年
八
月
に
伝
え
ら
れ
た
伊
藤
の
輔
国問題へのアプローチを受け継ぐものであったとされる（⑳二部一六九）。
（
旧
）
「
小
村
訓
令
」
に
は
日
英
同
盟
締
結
後
の
新
し
い
対
応
が
表
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（①二九八’三○○、⑥一二一’一二三）。
（
ｕ
）
栗
野
は
、
二
月
四
日
（
一
月
二
二
日
）
午
後
八
時
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
時
間
）
に
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
と
会
談
し
、
ロ
シ
ア
最
終
回
答
が
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
に
送
ら
れ
た
と
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
談
で
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
は
「
中
立
地
帯
条
項
」
削
除
に
つ
い
て
明
言
せ
ず
、
「
相
互
合
意
に
よ
る
影
瀞
圏
」
の
確
立
に
言
及
し
た
。
こ
の
会
談
内
容
が
来
京
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
日
本
の
開
戦
最
終
決
定
後
の
二
月
五
日
午
後
五
時
十
五
分
（
日
本
時
間
）
で
あ
っ
た
。
シ
マ
ン
ス
キ
ー
は
、
こ
の
ラ
ム
ズ
ド
ル
フ
Ⅲ
栗
野
会
談
よ
り
も
、
ア
レ
ク
セ
ー
ェ
フ
と
ロ
ー
ゼ
ン
に
送
ら
れ
た
電
文
が
来
京
に
届
か
な
か
っ
た
点
を
不
思
議
と
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
譲
歩
は
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
英
外
相
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
は
こ
れ
を
高
く
評
価
し
、
露
日
間
の
緊
張
は
解
消
す
る
と
日
本
の
駐
英
公
使
林
に
述
べ
た
。
林
は
東
京
に
打
電
し
、
ロ
シ
ア
の
回
答
が
東
京
に
到
達
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
二
次
資
料
に
よ
る
シ
マ
ン
ス
キ
ー
の
推
測
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
日
本
外
交
文
書
」
に
あ
る
林
の
二
月
三
日
午
後
十
時
五
十
分
発
極
秘
電
文
で
は
、
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
に
ロ
シ
ア
の
譲
歩
は
譲
歩
と
い
え
な
い
と
述
べ
た
と
あ
る
が
、
シ
マ
ン
ス
キ
ー
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⑯勺『国国シ・ｅ・』３．○口・一・二・］・画・Ｃｓ・ヨロロ目胃恩』冨冨３冨菖ｃｃ目菖景貝頁目
⑰勺ロ〕唇二・ｓ】３．○回』・二・一・画・＠９．６①愚⑦凰園閂曾①『園三三口》冒冒月忌函■■．
⑫でロ白尹。ｅ・］＆．。ｐ・一・■・］・■・雪凹・ロ豊日四目圏目◎恩田２．⑦富田◎園》口。『員僻
シロ愛息丙望已。■日．【雲窪豈Ｃ四○。⑤〆。■畠三．Ｃ『田ロで①房已日田『ず臣。『〕ヨ宍墨■【寓曰：】【○℃⑰⑩〕。。’
で日◎園目墨色屋の。『西田旦月目。■陣画自げ塵の三国ｏ３ｏ究Ｐ望呂己①頂寓司忘丙陣困臣⑦筥函己冒◎宝【◎寿昌‐
『３■凹乏昌男函。『己。■。。■③筥四筥酉“■ザ畳⑦円ＣｐＣ３Ｃ房色零画已望『夢［因Ｃ旨已Ｃ恩筥・苗・］‐］．
⑳宅口昌少．ｅ』ａ・○曰』・二・一・四・日⑦．■西目閨胃団目胃【①■。。園。Ｂ三富胃『冨
口◎三ｍ国田）皇己ｏ房。三望宙●回己ｏＱＣＨｏ司菌官一℃Ｓ『・」一・一‐」．
⑭勺『用昌一｛．ｅ・］ａ・○ロ・一・二・一・四・ｇ一・画。百画目目圏ロ胃圏（【。■園）【弓。ロ回引冨‐
四画シ・田・望演玩Ｃ■巴。｝］。■。■ｏ葵⑰四塁禺凶自国【国『：雷三四■け巴寓望已三雲国◎国ＳＥ閏雪二
芭凹重轡■◎で合いＣ国。⑪因四炭冒寓届屋房３回○三・
『．ｎ．エ。■田■Ｃ宙豈国ロ津ご邑究。『】Ｃ■①【ぬ⑥ロ勘己Ｃい『．
社、一九八八年。
勺ＣＤＣ霞罫○房田三国己⑩■ｏ円瞬国田日⑥ヨ型三国
『ｃ究巽。。『卿←■⑦天田ロロ歯］垣。〕円。四四・
【エ騨筥・■」Ｌ』．
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函
日露協定案参考文献①、⑦、⑨、⑳より作成
(1)日本第１次提案とロシア対案
ロ
シ
ア
帝
国
と
日
露
戦
争
へ
の
道
日露協商案ロ本提案（1903年８月１２Ｈ／７月３０Ｈ）
①清輔両帝国の独立及び領土保全、各国の商工業
のため機会均等
②ロシアは韓国におけるロ本の利益優越を承認、
Ⅱ本は満州における鉄道経営につきロシアの特殊
ロシア第一次回答（1903年10月３１]／９月２０日）
①日本に蝉帝国の独立と領土保全を尊重する相互
義務
②第１項を侵害することなく、蝉国の民事統治改
蕃に鑑み日本が助言と援助を与える権利、日本の
利益を承認。第１条による両国利権を保漣するた
め必要な措置をI]本は翰国において、ロシアは満
州においてとる椛利を相互に承認
③日露両国は、第１条の条項と背馳せざる限り、
郷国における日本及び満州におけるロシアの商業
的、工業的活動の発達を阻害せざることを相互に
約すること。また韓国鉄道を満洲南部に延長し、
もって束清鉄道及び山海関牛荘線に接続する場合
にもこれをロシア側は阻害しないこと
④利益保謹、反乱、騒擾鎮定のために[１本より靴
国、ロシアより満州に乖隊派遣の必要がある場合
には、その派近flI隊は必要人員を超えないこと、
また任務遂行後は直ちに召還すべきこと
⑤韓国における改革及び善政のため助言及び援助
（ただし必要なる嗣事上の援助を包含する）を与
えるのは日本の専権に属することをロシアは承認
すること
⑥本協約は以前に韓国に関して日露両国IlUに結ば
れたすべての協定に替わるべきこと
軸国における優越する椛利をロシアは承認
③第１項を侵さない限り、韓国における日本商工
業を妨懇せず、その保安を目的のいかなる措置に
も反対しない点をロシアの義務とする
④同じI]的のためにロシアに周知をもって軍隊を
派遣する日本の椛利の承認。しかし、その規模は
現実の必要を越えるものであってはならず、任務
終了後速やかにWr隊を引き上げる義務をl]本は負
う
⑤戦略目的のために韓国領土のいかなる部分も利
用せず、韓国沿岸において朝鮮海峡の通行の自由
を脅かすいかなる軍事的活動も行わない点につい
て相互の義務
⑥３９度線以北にある韓国領土の一部を条約国の
いずれも軍隊を派遣してはならない中立地帯とす
る相互の義務
⑦満洲およびその沿岸をすべての点で椛益外にあ
るとするロ本による承認
⑧本協定は韓国に関する鰯日間の以前の協定にか
わらねばならない １ 
(2)第２次案、対案
日本第２次案（1903年１０月３１日／１８日）
①清帝国と韓帝国の独立と領土不可侵を尊重する
相互の義務 ．』
②朝鮮におけるl]本の優勢な利轡と韓１劃に助言.と
与え援助する権利のロシアによる承認。ここには
鯨帝国の統治の改善に向かう軍１１｢援助を含む
③韓国においてＨ本の商工業活動発展を妨害しな
い点、同じくこの利益を守る目的の措髄を識ずろ
点についてロシアの義務
④前項の目的のために、また同じく国際紛争を生
む可能性をもつ蜂起、無秩序を鎖圧するために韓
国に軍隊を派過する日本の権利の承認
⑤海峡の航行の自由を脅かすようないかなる軍取
企図も韓国沿岸において取らない点について日本
の義務
ロシア第２次対案（日本第２次案への回答）（1903年
１２月１１日／11月２８日）
①韓帝国の独立と領土不可侵の瞭重の柑互義務
②韓国におけるl]本の利益の優位および民生整備
への助諏により韓国を援助する１J本の権利をロシ
アは承認
③韓国におけるＨ本の商工業活動発展、この利謝
擁護の為に措慨を講じることを妨げないことのロ
シアの義務
④韓国への軍隊派遣について日本の権利のロシア
による承認、商工業保鍵、国際紛争を起こす可能
性を持つ反乱、混乱を鎮圧するために
⑤戦略目的のために韓国領土のどの部分も利用せ
ず、朝鮮海峡の自由航行を脅かすいかなる軍事活
動も轆国沿岸で行わないことについて相互の義務
四
Hosei University Repository
⑥双方の側に５０キロメートル幅の中立地帯を刊
行満洲国境に設け津店について双方の義務。そこ
へは協定するいずれも相互の同意なしには軍隊を
導入しない
⑦満州はその特別椛益外にあることの日本の承認、
韓国はその特別椛益外にあることのロシアによる
承認
⑧満州におけるロシアの特殊梅益およびその保持
のために必要な措置をとる椛利を日本は承認
⑨輔国との条約義務によりロシアに属する商業と
居住に関する楠利と特権を侵害しない点について
日本は義務とする。中国との条約義務により日本
に属する商業，居住に関する椛利と特椛を侵害し
ない点についてロシアは義務とする
⑩韓国鉄道と束澗鉄道がヤルーまで延伸されたと
きその接合を妨害しない点について双方の義務
⑪本協定は韓国に関して日本とロシア間の以前の
協定に代わるものとする
⑥３９度線以北にある韓国領域を中立地帯とみな
し、その領域に双方が軍を導入しない点について
相互の義務
⑦ヤルーに至った場合に輔国鉄道と東澗鉄道を接
続することを妨げないことについて相互の義務
⑧露日間の韓国についての以前の協定の廃止
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(3)第３次案、対案
(4)第４次案、対案
日本第４次鹸終案（1904年１月１３日／1903年１２月
３１日）
・自分の第５条の編纂、中立地帯についての第６条の
削除。満洲条項を３つに分けることを求める。中国
と満州の領土不可侵を尊重するについてロシアの義
務。韓国とその沿岸を権益外にあることについてロ
シアの承認。満州におけるロシアの特殊梅維、利益
保持のために必要な措置をとるロシアの櫛利を日本
ラムズドルフ案（ローゼンに渡すべく太守に送付、ま
た直接ローゼンに送付）（1904年２月３日／１月２１日）
＊協定案の全文
①韓帝国の独立と領土不可侵の尊重について相互
の義務
②輔国における日本の利害の優越と大輔帝国統治
の雛備について日本が韓国に助言援助を与える権
利をロシア側が承認
四
日本口上書（1903年１２月２３日／１０日）
①第２条；「援助」の語句をおく。つまり助言と
援助の椛利。
②第５条；韓国領土と戦略目的に関わる義務を廃
する 。
③第６条；中立に関する条項を削除する。
口上書と修正をラムズドルフに渡すに当たって栗野
は、もしもiiIi政府が合意に達しない場合、現悩勢にお
いては重大な困難、そして紛争すらも起こりうると声
明した。わが軍事情報員の行なった観察では「Ｈ本は
その勝利を確信しており｣、段高指導部の気分は平静
で厳かである」典拠：⑳187
ロシア第３次回答（1904年１月６日／1903年１２月
２４日）
①日本提案第２項受け入れ
しかし、以前と変わらず次の点を必要とする
②日本政府が以前に同意していた第５項、「韓国
領土のいかなる部分も戦略目的に利用しない点に
ついて相互の義務」を当初のままに維持
③IEI本政府が同じく意図している目的のために、
すなわちロシア帝国政府への関係から将来の紛争
へのあらゆる原因を取り除くために」中立地帯に
関わる第６項の維持
｢こうした地帯は例えば中央アジアにおける英露領
有地に間に存在している」（クロパトキン）典拠：⑳
195 
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③韓国における１１本の工業および商業発展、この
利益を守るために行なわれる措置をロシアが妨げ
ない義務
④前項で示した目的のため、また国際紛争を作り
出す反乱と混乱を抑制するため韓国に軍隊を派遣
する日本の権利をロシアは承認
⑤戦略的目的に輔国領土のいかなる部分も利用し
ないこと、朝鮮海峡の遊七の自由を瀞かすいかな
る嗣事手段も朝鮮沿岸においてとらないことにつ
いて相互の義務
⑥清国との条約によってほかの諸国と並んで日本
によって痩得されているすべての権利と特椛をロ
シアは尊重する。その場合日本は、満州をその沿
岸と共に日本の椛益領域外にあるものと承認する
義務がある
⑦相互義務は、鰍国の鉄道と来清鉄道がヤルー河
まで敷設される時その接続を妨げるものではない
⑧露日間の韓国に関する以前の協定はすべて廃止
が承認。
､小村；「この修正の原因は以前に再三完全に明らか
にされているので、帝国政府は説明を繰り返す必要
を認めない。ロシア帝国政府の新たな審識への固い
期待を表明すれば十分である｣。「満州に居留地を建
設することを許さないという条項を除くことが望ま
しいと指摘しなければならない。なぜならそれはＨ
清間の新しい通商条約に反しているからだ。しかし、
この点で日本は、もしも満州において居留地に関し
て類似の権利を有している諸国と|司一の状況に１Ktか
れれば満足である。ロシア対案の第５条の当初の編
纂に日本政府が同意しているとするロシア側対案の
断定は誤りである。なぜならそうした合意が表明さ
れたことはまったくないからである｣。「帝国政府に
よる上述の修正はまったく素直な精神で行なわれて
いるので、ロシア帝国政府によっても同じ精神で採
択されることを期待する。日本政府は速やかな回答
を期待する。なぜならこれ以上の遅延はこの問題解
決において両国にとってきわめて望ましくないから
である｣。典拠：⑳１９６
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圖ロシア最終案一九○四年二月三日（｜月二一日）発信の四通の近文
勺『□函シ・ｅ」３．。■』・■し３．口８３胃愚三田量、『冨園。。『冨臣げ貝局・
■騨冨凹演◎百合回、鴎。⑰因襲里三二冒墨畠。『己。三・■・凶①１吋し。
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」
＊
「
一
月
十
六
日
（
一
月
三
日
）
付
貴
下
の
電
文
の
結
果
、
皇
帝
陛
下
は
貴
下
が
ロ
ー
ゼン伯に次の点を伝達することを承認された。以下の編纂で述べられるロ
シア側の方針を東京政府に伝える点について」。
＊「帝国政府は注意深く東京政府によって綿密に真剣に検討された妓後の
提案に接した。
ミ
カ
ド
政
府
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
希
望
ｌ
そ
れ
は
蝋
眉
の
問
題
の
平
和
的
解
決
に
近
づ
く
と
い
う
ロ
シ
ア
の
意
図
に
も
完
全
に
答
え
て
い
る
Ｉ
に
つ
い
て
同
時
に
検
討し、帝国政府は以下の修正と変更を検討されている協定において行なう
ことを可能と考えるものである。
Ⅲ［外相のアレクセーエフ宛秘密電文。ローゼンに通達］
「現下の全般政治悩勢下においてロシアの利諜において極めて望ましいの
は、日本との平和的合意へ進むことであるか、少なくともできる限り日本と
の意見交換を継続することであるという点を認め、皇帝陛下は貴下に三通の
番号付き電文を送るよう命じられた。そこには対応する指示がローゼンのた
め
に
含
ま
れ
て
い
る
。
陛下はそれと共に地方の条件でこの指示に何らかの修正を行なうことが必
要な場合には貴下がそれについてできる限り短時日に伝えるよう望まれてい
る。そして何らかの誤解を避けねばな
らないが、
世下は
ローゼンに
指示を
伝
達し、ローゼンの注意を次の点に向けさせることがきわめて重要である。す
なわち必要なのは、来京政府に第六条の当方側の否定についてあらかじめ明
らかとし、秘密条項の形にせよ朝鮮北部に中立地帯を樹立するような形で終
結することである一。
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「皇帝陛下は、ローゼンに案文に落ちている中立地帯についての六条にか
えて日本政府を朝鮮北部に同じく中立地帯を樹立する特別秘密条項署名へ引
協定案条項の全文は岻文二号に続く」。
③
［
外
相
の
ア
レ
ク
セ
ー
エ
フ
宛
電
文
二
号
］
協定案全文参考資料Ｉ川参照。
き
寄
せ
る
よ
う
求
め
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
椛
利
と
特
梅
を
尊
重
す
る
。
そ
の
際
日
本
は
、
外にあることを承認する義務を負う〉。
それでも双方の何らかの紛争への原因を除く衷心よりの願いの証拠を提示
す
る
た
め
に
帝
国
政
府
は
、
協
定
案
に
次
の
内
容
の
条
項
を
含
む
川
意
を
表
明
す
る
。
〈清国との条約によりほかの諸国と並んで日本によって狸得されたすべての
梅利と特梅を尊重する。その際日本は、満州とその柵岸部を自国の術益領域
こ
の
際
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
小
村
に
こ
う
し
た
提
案
が
両
帝
国
間
に
最
も
友
好
的
な
関
係
を
ｐ
股
後
に
東
京
政
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
滴
洲
条
項
へ
の
修
正
に
関
し
て
は
、
な
によりも次の点を指摘しないわけにいかない。満州での日本の権益は、
ほかの諸国の利害と比べてまったく取るに足りないものであり、一般に
す
べ
て
の
諸
国
に
帝
国
政
府
に
よ
っ
て
対
応
す
る
保
障
か
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
これに関しては協定へことに韓国に関する追加提案を含むことは十分な
⑥双方の利害に合致する中立地帯の確定、また同じく領域において正当
なる行政の砿立についての障害に注意を向けて、帝国政府は案文から中
立地帯に関わる第六条を除外することに同意する。
ｂ案文第四条により日本に与えられている反乱もしくは混乱を鎮圧する
ために軍隊を韓国に送る権利のために、ロシア側対案の第五条前半を次
の様に保持することが無条件に必要である。〈戦略目的のために韓国領
土のいかなる部分も利用しない〉。こうした文言は、協定第一条により
韓帝国の独立と領土の不可侵を尊重することを相互に義務とし、ほかの
諸国との条約によっても保障されている基本原則に合致することで反論
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論拠があるとは思われない。
を
一
層
封
じ
る
に
違
い
な
い
。
強める願いによっていることを理解させる必要がある」。
四
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